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（１）策定の背景 

安芸高田市では、2015 年(H27)３月に第２次安芸高田市総合計画（以下「総合計画」という。）

を策定し、「人がつながる田園都市 安芸高田」を将来像として、この実現に向け、次の３つの都

市像を掲げまちづくりへの挑戦を進めています。 

 

①人が集い育つまちづくりへの挑戦 

   

 

 

 

 ②安心して暮らせるまちづくりへの挑戦 

  

 

 

 ③地域資源を活かしたまちづくりへの挑戦 

   

 

 

 

この将来像の実現のためには、人口減少の歯止め対策と少子高齢化対策の推進が必要不可欠と

なっています。 

総合計画では、10 年先の目標を掲げ、人口問題への取り組みを政策目標として体系化していま

す。 

 

 

（２）安芸高田市総合戦略の策定 

2014 年(H26)12 月 27 日付け閣副第 979 号内閣審議官通知に基づき、安芸高田市における人口

の現状と将来の展望を提示する人口ビジョンを策定し、これを踏まえて、2015 年度(H27)～2019

年度(H31)までの、今後５か年の目標や施策の基本的方向、具体的施策を定めた安芸高田市まち・

ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」という。）を策定します。 

 

 

  

○自然と都市機能がバランスよく調和した、誰もが安全で快適に暮らせる田園都市を目指す

とともに、学ぶ文化の醸成を図り、更に就学前教育と子育て支援の充実を目指し、「人が集

い育つまちづくり」に挑戦します。 

○「自助・共助・公助」による地域防災、福祉社会、医療体制の充実と、美しい安芸高田の

自然を次世代に引き継ぐことを目指し、「安心して暮らせるまちづくり」に挑戦します。 

○安芸高田市の宝を磨き活用することにより、地域の活性化につなげます。また、「住民と行

政の協働によるまちづくり」を基盤に据え、産業の活性化と地域経済の好循環を目指し、「地

域資源を活かしたまちづくり」に挑戦します。 

１．基本的な考え方１．基本的な考え方１．基本的な考え方１．基本的な考え方    
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（３）総合計画等と地方版総合戦略との関係 

「地方版総合戦略策定のための手引き」（平成 27 年１月内閣府地方創生推進室）では、総合計

画等と地方版総合戦略との関係について以下のように記載されています。 

 

□手引きの記載内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これに対し、2015 年(H27)３月に改訂した本市の総合計画においては、人口減少克服・地方創

生という視点を基本構想に盛り込むとともに、分野ごとの施策に係る目標指標の設定を行うなど、

前述の両者の関係の記載内容と概ね合致したものとなっています。 

しかし、より具体的な各分野における個別の施策に係る目標指標の設定は行なわれていないこ

となどから、あらためて総合計画とは別に総合戦略を策定することとします。 

 

 

 

 

 

  

地方版総合戦略は人口減少克服・地方創生を目的としていますが、いわゆる総合計画等は、

各地方公共団体の総合的な振興・発展などを目的としたものであり、両者の目的や、含まれ

る政策の範囲は必ずしも同じものではありません。また、地方版総合戦略においては数値目

標や重要業績評価指標（KPI）を設定することになっていますが、こうした手法は、総合計画

等においては義務付けられたものではありません。 

これらの理由から、地方版総合戦略は総合計画等とは別に策定してください。 

ただし、総合計画等を見直す際に、見直し後の総合計画等において人口減少克服・地方創

生という目的が明確であり、数値目標や重要業績評価指標（KPI）が設定されるなど、地方版

総合戦略としての内容を備えているような場合には、総合計画等と総合戦略を一つのものと

して策定することは可能であると考えられます。 
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（１）人口減少とその要因 

□人口減少の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安芸高田市では、1975 年(S50）以降人口減少が続き、特に 2010 年(H22)までの 35 年間で

生産年齢人口は約３割減少し、年少人口は約５割減少しています。 
○それに対し、65 歳以上の老年人口は 35 年間で 9 割近く増加し、少子化と高齢化が確実に

進行しています。 
○自然増減は、1985 年（S60）から減少状態が続いていますが、2005 年(H17)以降にはほぼ

横ばいとなり 300 人前後で推移しています。 
○一方、社会増減は、1980 年（S55）以降 100 人前後の社会減で推移しています。自然減と

社会減を合わせると、近年では 400 人超の人口減少が続いています。 
○こうした状況から、人口減少に歯止めをかけるには、出生数向上などの自然減対策を推進

するとともに、転入を促進し転出を抑える社会減対策も併せて行うことが必要です。 

※国勢調査より作成 

図 2-1 総人口の推移 

図 2-2 自然増減・社会増減 

※広島県人口移動統計調査より作成 

２２２２．．．．特に考慮すべき人口の現状特に考慮すべき人口の現状特に考慮すべき人口の現状特に考慮すべき人口の現状    
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□自然減の要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○合計特殊出生率（以下「出生率」という。）はここ 10 年間増加傾向にあり 2008 年(H20)か
らの 5 年間平均では 1.66 となっています。これは、全国や広島県と比べると高いレベルに

あります。 
○一方、未婚率は増加傾向にあり、2010 年(H22)には女性では 25～29 歳が５割を超え、30

～34 歳が３割を超えています。 
○出産年齢人口の減少とともに、この未婚率の上昇も出生数が増加しない要因の一つと考え

られます。 
○出産年齢人口の減少を抑止するとともに、婚姻率を高め、さらに出生率を高めていくこと

が、自然減に歯止めをかける課題となっています。 

図 2-3 市町別の出生率の推移 

※厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」より作成 

※国勢調査より作成 

図 2-4 年代別の未婚率の推移 
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□社会減の要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○社会減で最も顕著なのは、男女ともに 10～19 歳の世代が次の 5 歳階級世代に移行する際の

転出超過にあります。進学や就職に伴うもので、この傾向は 1980 年(S55)以降続いていま

す。 
○これらの転出に対して、20～24 歳から 25～29 歳の移行期にＵＩターンなどによる転入の

ピークがみられますが、社会減をカバーするまでには至っていません。 
○地方の人口減少の要因となる出産年齢人口に関連して、直近の 2005 年(H17)から 2010 年

(H22)の間では、20 歳代女性が転出超過に転じています。 
○25 歳以降では、転入超過となる年代もみられますが、ここ 10 年間では転出超過となる年代

が増加する傾向にあります。 
○社会減対策の課題として、これら年代別の転出入の特徴に配慮した移動率の改善方策の取

り組みが求められています。 
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※国勢調査よりⅩ年とⅩ－５年の５歳階級別人口の差から純移動数を推計し作成 

図 2-5 年齢階級別人口移動の長期的動向（男性） 
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※国勢調査よりⅩ年とⅩ－５年の５歳階級別人口の差から純移動数を推計し作成 

図 2-6 年齢階級別人口移動の長期的動向（女性） 
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（２）人口の現状分析からみた安芸高田市の課題 

 人口減少に歯止めをかける対策として、人口の現状分析から次のような課題が整理できます。 

 

①自然減対策と社会減対策の両輪が必要 

   

 

 

 

 

 

②婚姻率と出生率を高める 

   

 

 

 

 

 

 

 

③若者の流出を抑える 

   

 

 

 

 

 

 

 

④ＵＩターンを促進する 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○人口減少は、自然減と社会減が同時に進行しています。 

○このため、総人口、年少人口、生産年齢人口など、バランスの取れた人口減少対策を推進

するには、自然減と社会減の両方の側面から実現性の高い施策を検討することが求められ

ています。 

○人口減少の中でも、年少人口の減少が特に顕著となっており、中長期的に市の活力を直接

的に担う生産年齢人口を維持していくうえでも、喫緊の対策が求められています。 

○婚姻率と出生率の向上に必要な項目としては、結婚・出産・子育てに関する支援、仕事と

生活の調和、雇用を含めた経済的安定性などが挙げられます。 

○これらの要望に対し、総合計画で策定された施策等との整合を図りながら、より効果的な

方策を見出すことが求められます。 

○10～19 歳の若者の転出超過が長期にわたって突出しています。これらの年代の減少が生産

年齢人口の減少をもたらしており、地域の活性化にも大きな影響を及ぼしています。 

○転出の主な理由となっている進学と就職に対して、若者のニーズを満たし定着・定住の向

上を実現する喫緊の対策が求められています。 

○また地方の人口減少の要因に関連する 20 歳代女性が転出超過の傾向にあり、この流出を抑

える対策も喫緊の課題となっています。 

○25 歳以降の生産年齢世代において、転入の動きがみうけられます。 

○この動きを活発化させるため、安芸高田市の魅力を高め、雇用や定住などＵＩターンを促

進する施策の展開が求められます。 
○転出を抑え、転入を促進するために必要な方策を見出すことが求められます。 

○総合計画を基本として、婚姻率向上、出生率向上、流出抑止、定住促進、移住促進など、

人口減少に歯止めをかける戦略策定とその実施が喫緊の課題となっています。 
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（１）総合計画における将来像 

 安芸高田市では、以下の将来像を目指しています。 

 

   『人がつながる田園都市 安芸高田』 

  

 □人がつながる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □田園都市 

 

 

 

 

（２）将来像の実現に向けた３つの挑戦 

合併後 10 年が経過する中、予想を上回る人口減少・少子高齢化の進展や、自然災害の脅威によ

る安全・安心意識の高まり、経済規模の縮小による地域活力の低下等の社会情勢の変化から、こ

れまで培ってきた地域振興組織を中心とする「協働」の取り組みや、「自助・共助・公助」の支え

合いの考え方が、これからますます必要不可欠なものとなってきます。 

このような状況と、「市民憲章」にうたった安芸高田市民の心得を踏まえ、将来像の実現に向け

次の３つの都市像をもってまちづくりに挑戦していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“つながる”とは、生活・地域・社会を支える目に見えない絆・基盤としての社会関係資

本（ソーシャル・キャピタル）です。地域の自然・環境との“つながり”、地域に暮らす多様

な人との“つながり”、地域の歴史・生活文化との“つながり”等です。 
「人がつながる」の中には、「いのちの連続性の実感」や「災害時等の共に助け合う（自助・

共助）」ということ、「多世代・多文化間のコミュニケーションの広がり」。もっと言えば、「歴

史がつながり伝統が継承される」、「地域・社会の知恵の継承」とか、「地域ビジネスが生まれ、

地域経済が循環する」ということにもつながります。 
また、安芸高田市で言えば、６つの町がつながり、32 の地域振興組織がつながるというこ

とにもなります。地域資源を媒介に、人と人、人と地域の時間的・空間的“つながり”を紡

ぎ、いのちと暮らしの基盤の再生を目指します。 

田園と山並みの豊かな緑、清流に囲まれた歴史と伝統ある落ち着きを生かしながら、都市

的魅力と田園の安らぎが共生した快適でうるおいのある生活空間や、「安心」と「ゆとり」を

備えた住みやすさ、多様な働く場が確保されたまちを目指します。 

３３３３．．．．安芸高田市が目指す姿安芸高田市が目指す姿安芸高田市が目指す姿安芸高田市が目指す姿    
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（３）目標人口 

将来像を実現させるために、人口減少の歯止め対策・少子高齢化対策の推進が必要不可欠です。

ここに、10 年先の目標を掲げて人口問題に取り組みます。 

国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計によると、10 年後の 2024 年(H36)の安芸高田

市の人口は、26,326 人となっています。この人口推計を目安に、10 年後の目標人口をプラス 1,200

人とし 27,500 人と設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 8 , 1 7 5  

2 6 , 3 2 6  

2 9 , 6 7 6  

28,500 

27,500 

2 5 , 0 0 0  

2 6 , 0 0 0  

2 7 , 0 0 0  

2 8 , 0 0 0  

2 9 , 0 0 0  

3 0 , 0 0 0  

H2 7 H3 1 H3 6

( 人)

目標ラ イ ン

現状趨勢ラ イ ン

＋1,200人

※出典：日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月、国立社会保障・人口問題研究所）に基づき作図 

図 3-1 総合計画における目標人口 
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（４）目標人口の実現に向けた方策と目指す将来人口の姿 

総合計画で設定された目標人口を達成するため、必要となる出生率向上、転出の抑止、転入の

促進に向けた方策を整理します。 

  

①目標人口達成に対する設定条件の考え方 

   

 

 

 

 

 

②出生率の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③若者流出抑止の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ＵＩターン促進の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○総人口の減少抑止とともに、年少人口や生産年齢人口など年齢区分別の減少抑止も考慮す

る必要があるため、自然減と社会減の両方に着目した条件設定を検討します。 
○自然減の抑止としては、婚姻率を高め、それによる出生率の向上を図ることを目的とした

設定を検討します。 
○社会減の抑止としては、若者の転出超過の減少と、生産年齢人口のＵＩターン等による移

住の促進に着目した設定を検討します。 

○安芸高田市の現状（2008 年(H20)～2012 年(H24)）の出生率は、1.66 となっています。 
○過去 30 年間では、出生率は 1983 年(S58)～1987 年(S62)が最大で 1.96 となっています。 
○国の中長期展望では、国民の希望が実現した場合の出生率（国民希望出生率）として 1.80

が設定されています。 
 
 
 
○こうした状況に配慮し、安芸高田市では、目標とする 2015 年以降の出生率として以下を設

定します。 
 

■■■■出生率出生率出生率出生率    1.801.801.801.80    

○10～19 歳が 15～24 歳に移行する際において、長期間にわたって 200 人前後の転出超過が

続いています。 
○この流出の抑止を図り、生産年齢人口の確保を目指すことが喫緊の課題となっています。 
 
 
 
○目標人口の確保に必要な移動率の目標改善率として、以下を設定します。 
 

■■■■10101010～～～～19191919 歳歳歳歳のののの移動改善率移動改善率移動改善率移動改善率    30303030％％％％    

 
この改善率は、現状の移動率 11～14％程度を、8～10％程度まで下げることを目標として

います。 
 

○現状において、25 歳以降の生産年齢世代で転入の動きがみられます。 
○総合計画においてもＵＩターンの促進を図ることとしています。これは、生産年齢人口の

減少抑止対策として有効な手法となります。 
 
 
 
○総合計画の検討結果を参考として、目標値を以下のように設定します。 
 

 ■■■■ＵＩＵＩＵＩＵＩターン世帯数ターン世帯数ターン世帯数ターン世帯数    
◇年４組の 30歳代前半夫婦が４歳以下の子どもを連れてＵＩターン 

◇年４組の 20歳代夫婦がＵＩターン 

◇年４組の 60歳代前半夫婦（定年退職後）がＵＩターン 
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⑤設定条件に基づく将来人口の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前述の出生と移動に関する設定条件に基づき、人口を推計し将来を展望します。 
○設定した出生率や移動率の改善が満たされた場合、総人口は、総合計画における 2019 年

(H31)と 2024 年(H36)の目標値を達成します。 
○また総人口は、2060 年(H72)では、現状趨勢と比べ約 4,100 人の増加となります。 
○年少人口は、2010 年(H22)ベースで 2040 年(H52)には 24.6％減となり、現状趨勢の 48.6％

に比べて減少を半分に抑えることができます。 
○生産年齢人口では、2010年(H22)ベースで 2040年(H52)には 34.9％減で、現状趨勢の 43.5％

に比べて減少を約９ポイント抑えることができます。 

図 3-2 目指す将来人口の姿（1/2） 
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図 3-3 目指す将来人口の姿（2/2）
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（１）基本理念 

安芸高田市の将来像の実現に対し、目指すべき将来人口の確保に向けて、人口減少・少子高齢

化対策は不可欠となっています。この将来人口の確保に対して、出生率向上、移動率改善、定住

促進、及びＵＩターン促進などの施策の実施が喫緊の課題となっています。 

総合戦略は、これらの課題を実現するために必要な具体的施策について、総合計画で体系化さ

れた施策との整合を図り策定します。 

総合戦略の策定に当たっては、国が進めるまち・ひと・しごと創生総合戦略の基本目標との対

応を図り、総合計画のリーディングプロジェクトを基本として策定します。 

 

①基本目標とリーディングプロジェクトとの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーディングプロジェクト 国 の 基 本 目 標 

プロジェクト 主要施策 

①地方における

安定した雇用を

創出する 

②地方への新し

いひとの流れを

つくる 

 

③若い世代の結

婚・出産・子育

ての希望をかな

える 

④時代に合った

地域をつくり、

安心なくらしを

守るとともに、

地域と地域を連

携する 

Ⅰ 若者の定住

促進強化 

働く場を整える ●    

住む場を整える  ●   

育てる場を整え

る 

  ● ● 

Ⅱ 地域経済の

好循環推進 

地産地消サイク

ルを回す 

●   ● 

外貨を獲得する ● ●   

Ⅲ 次代を切り

拓く青少年育

成 

生きる力を育む 

・確かな学力 

  ●  

生きる力を育む 

・豊かな人間性 

 ● ●  

生きる力を育む 

・健康・体力 

  ● ● 

学ぶ場をつなぐ   ●  

Ⅳ コミュニテ

ィ活動の高度

化 

地域の安全・安

心を守る 

   ● 

地域ならではの

楽しみを創造す

る 

● ●  ● 

多様な人とつな

がる 

  ●  

○総合計画において、リーディングプロジェクトは今後５年間の重点施策群で、将来像の実

現に向け、重点的かつ分野横断的に取り組んでいく事柄を整理しています。 
○総合戦略においても、このリーディングプロジェクトを中心にとらえ、国の基本目標に対

応した取り組みを進めます。 
○リーディングプロジェクトが分野横断的な取り組みとなっていることから、国の基本目標

との対応についても、同じように分野横断的な取り組みとして進めていきます。 
○リーディングプロジェクトの主要施策と国の基本目標との関係については、表 4-1 にまとめ

ています。 
○リーディングプロジェクトの具体的施策と国の基本目標との関係については、表 4-2～表

4-5 にそれぞれまとめています。 
○表 4-2～表 4-5 においては、リーディングプロジェクトの主要施策と総合計画との整合を図

り、必要とされる具体的施策を追加しています。 

４４４４．．．．総合戦略の基本目標と具体的施策総合戦略の基本目標と具体的施策総合戦略の基本目標と具体的施策総合戦略の基本目標と具体的施策    

表 4-1 リーディングプロジェクトの主要施策が該当する国の基本目標 
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リーディング 

プロジェクト 

 

【国の基本目標①】 

 

地方における安定した雇用を創出する 

 

【国の基本目標②】 

 

地方への新しいひとの流れをつくる 

 

 

 

Ⅰ 若者の定住

促進強化 

≪働く場を整える≫ 

施策 118 担い手確保と就農支援 

施策 130 企業立地の促進 

施策 131 起業支援の充実 

施策 132 多様な働き方を支える環境づくり 

≪住む場を整える≫ 

施策 3  魅力ある拠点づくりの推進 

施策 4-1・4-2・4-3・4-4 美しい景観の形成 

施策 5 自然環境の保全・活用 

施策 6 公園緑地の整備 

施策 7 体系的な道路整備の推進 

施策 8 効果的・効率的な道路整備の推進 

施策 9 安全・快適な道路空間の創出 

施策 10 道路の維持管理の充実 

施策 11 鉄道路線の利用促進 

施策 12 新公共交通システムの充実 

施策 13 交通結節点の利便性向上 

施策 14 地域情報化の推進 

施策 15 行政情報化の推進 

施策 17 水資源の安定確保と安定供給 

施策 18 下水道施設の維持・充実 

施策 19 上水道の普及率向上 

施策 21 市営・市有住宅の整備推進 

施策 22 良質な宅地・住宅の供給支援 

施策 23 空き家の活用推進 

 

 

 

 

Ⅱ 地域経済の

好循環推進 

≪地産地消サイクルを回す≫ 

施策 116-1・116-2 農地の効率的利用と生産基盤の 

整備 

施策 117-1・117-2 農業振興体制の整備 

施策 119 農業生産の振興 

施策 121 林業基盤の整備推進 

施策 122 森林管理の推進 

施策 123 林業振興の多面的展開の推進 

施策 124 漁業環境の保全 

施策 125 水産資源の維持・増大 

施策 129 地元購買の喚起と活性化 

 

≪外貨を獲得する≫ 

施策 120 個性ある農業の展開 

施策 126 多面的な漁業の推進 

施策 127 商店・企業の活性化支援 

施策 128 地域産業の育成 

 

 

 

≪外貨を獲得する≫ 

施策 103 観光資源の開発と活用の推進 

施策 104 観光の推進体制の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-2 リーディングプロジェクトの具体的施策と国の基本目標との関係（1/4） 
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リーディング 

プロジェクト 

 

【国の基本目標③】 

 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望を

かなえる 

 

【国の基本目標④】 

 

時代に合った地域をつくり、安心なく

らしを守るとともに、地域と地域を連

携する 

 

Ⅰ 若者の定住

促進強化 

≪育てる場を整える≫ 

施策 45-2 図書館の充実 

施策 47 相談・支援体制の充実 

施策 48 幼児保育の充実 

施策 49 学童保育の充実 

施策 50 経済的支援の充実 

施策 51 婚活支援の充実 

施策 52 学びの基盤づくりの推進 

施策 53 多様な保護者ニーズへの対応 

施策 109 男女平等意識の確立 

施策 110 あらゆる分野における男女共同参画の推 

     進 

施策 111 男女共同参画を支える環境づくりの推進 

施策 112 女性に対する暴力の根絶と相談体制の充 

     実 

 

 

 

≪育てる場を整える≫ 

施策 71 地域医療体制の充実 

施策 72 受診機会の拡充 

施策 73 救急医療体制の充実 

施策 74 感染症対策の充実 

施策 87 ひとり親家庭の支援充実 

施策 88 保健医療制度の充実 

施策 90 国民健康保険制度の運用 

施策 144 周辺地域との連携強化 

施策 145 国・県との連携強化 

 

 

Ⅱ 地域経済の

好循環推進 

 
≪地産地消サイクルを回す≫ 

施策 91 環境保全活動の推進 

施策 92 自然とふれあう場の整備 

施策 94 再生可能エネルギーの導入推進 

施策 95 ごみの減量化・資源循環の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-3 リーディングプロジェクトの具体的施策と国の基本目標との関係（2/4） 
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リーディング 

プロジェクト 

 

【国の基本目標①】 

 

地方における安定した雇用を創出する 

 

【国の基本目標②】 

 

地方への新しいひとの流れをつくる 

 

 

 

Ⅲ 次代を切り

拓く青少年

育成 

 
≪生きる力を育む －豊かな人間性－≫ 

施策 105-1・105-2 交流機会の充実 

 

Ⅳ コミュニテ

ィ活動の高

度化 

≪地域ならではの楽しみを創造する≫ 

施策 128 地域産業の育成 

≪地域ならではの楽しみを創造する≫ 

施策 98 文化財の保存管理 

施策 99 伝統文化の継承 

施策 100 文化財の活用 

施策 103 観光資源の開発と活用の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-4 リーディングプロジェクトの具体的施策と国の基本目標との関係（3/4） 
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リーディング 

プロジェクト 

 

【国の基本目標③】 

 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望を

かなえる 

 

【国の基本目標④】 

 

時代に合った地域をつくり、安心なく

らしを守るとともに、地域と地域を連

携する 

 

Ⅲ 次代を切り

拓く青少年

育成 

≪生きる力を育む －確かな学力－≫ 

施策 24 確かな学力の向上 

施策 27 国際教育の推進 

施策 29 特別支援教育の充実 

 

≪生きる力を育む －豊かな人間性－≫ 

施策 26 豊かな心の育成 

施策 27 国際教育の推進 

施策 28 生徒指導の推進 

施策 37 人権教育・人権啓発の推進 

施策 39 青少年教育の推進 

施策 115 多文化共生教育の推進 

 

≪生きる力を育む －健康・体力－≫ 

施策 25 健やかな体の育成 

施策 43 スポーツ活動の推進 

施策 102 トップアスリートの育成 

 

≪学ぶ場をつなぐ≫ 

施策 30 開かれた学校づくりの推進 

施策 31 教職員の資質能力の向上 

施策 32 連携教育の充実 

施策 33 学校施設・設備の整備 

施策 34 情報教育推進のための基礎整備 

施策 35 就学援助の適正な執行 

施策 36 給食センターの円滑な運用 

施策 40 家庭教育支援の充実 

施策 45-1 図書館の充実 

 

 

 

≪生きる力を育む －健康・体力－≫ 

施策 65 健康づくりの推進 

施策 66 疾病予防対策の充実 

施策 67 食育の推進 

施策 68 母子保健対策の充実 

施策 69 精神保健対策の充実 

施策 70 歯科保健対策の充実 

 

 

Ⅳ コミュニテ

ィ活動の高

度化 

≪多様な人とつながる≫ 

施策 106 地域振興組織の活動支援 

施策 107-1・107-2 住民参加体制の確立 

施策 113 外国人市民の暮らしやすい環境整備 

施策 114 多文化交流機会の充実 

 

≪地域の安全・安心を守る≫ 

施策 54 警防体制の充実 

施策 56 予防体制の充実 

施策 57 地域消防力の維持 

施策 59 自主防災活動の推進 

施策 60 防災体制の充実 

施策 62 交通安全の推進  

施策 63 防犯対策の充実 

施策 64 消費者保護の推進 

施策 75 介護保険サービスの充実 

施策 76 介護予防の充実 

施策 77 生活支援サービスの充実 

施策 78 地域福祉体制の構築 

施策 81 障害者の権利擁護と理解醸成 

施策 82-1・82-2 相談・療育体制の充実 

施策 83 障害福祉サービスの充実 

施策 84 障害者の自立と社会参加の促進 

 

≪地域ならではの楽しみを創造する≫ 

施策 38 成人教育の推進 

施策 41 文化芸術活動の推進 

施策 42 優れた文化芸術の鑑賞機会の充実 

施策 44 生涯学習拠点施設の充実 

施策 46 スポーツ活動を支える環境づくり 

施策 79 生きがいづくりの推進 

施策 80 高齢者にやさしいまちづくりの推進 

施策 85 障害者にやさしいまちづくりの推進 

施策 101 トップスポーツの活用 

 

 

 

 

 

表 4-5 リーディングプロジェクトの具体的施策と国の基本目標との関係（4/4） 
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（２）総合戦略の具体的施策 

総合戦略では、各リーディングプロジェクトに組み込まれた具体的施策について、2019 年度

(H31)を目標として数値目標を設定します。この数値目標に基づき、実施した施策・事業の効果を

ＰＤＣＡサイクルに則って年度毎に検証し、必要に応じて総合戦略懇話会等の意見を反映しなが

ら検証・改訂を行います。 

以下では、総合戦略の具体的施策の内容と、数値目標となる重要業績評価指標（ＫＰＩ）につ

いて、リーディングプロジェクト毎にまとめます。 
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ⅠⅠⅠⅠ    若者の定住促進強化プロジェクト若者の定住促進強化プロジェクト若者の定住促進強化プロジェクト若者の定住促進強化プロジェクト    

 

(ⅰ)基本目標 

○本プロジェクトは、若者を中心とする働く場、住む場、子育ての場の整備を総合的に進める

ことで、転入者と出生数の増加を図るとともに、転出者を極力抑制することにより、人口の

減少に歯止めをかける取り組みです。 

目標指標 現状値（H25） 目標値(H31) 

総人口 30,217 人 28,500 人 

ＵＩターン世帯数 － 12 組/年 

若者（10～19 歳）移動率 － 30％改善 

出生率 1.66(2008～2012) 1.80 

 

(ⅱ)講ずべき施策に関する基本方向 

■施策① 働く場を整える 

若者や定年退職者の就農を促進するほか、ＩＣＴや観光等、サービス業種を中心とした企

業誘致、起業支援に取り組みます。また、雇用情報の積極的な掘り起しと情報発信に努め、

就労機会の充実を図ります。 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策    

施策施策施策施策 118118118118    担い手確保と就農支援担い手確保と就農支援担い手確保と就農支援担い手確保と就農支援    

            施策施策施策施策 130130130130    企業立地の促進企業立地の促進企業立地の促進企業立地の促進    

            施策施策施策施策 131131131131    起業支援の充実起業支援の充実起業支援の充実起業支援の充実    

            施策施策施策施策 132132132132    多様な働き方を支える環境づくり多様な働き方を支える環境づくり多様な働き方を支える環境づくり多様な働き方を支える環境づくり    

    

        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    

            ・サテライトオフィス・企業誘致事業・サテライトオフィス・企業誘致事業・サテライトオフィス・企業誘致事業・サテライトオフィス・企業誘致事業    

            ・空き家施設を活用した起業支援・空き家施設を活用した起業支援・空き家施設を活用した起業支援・空き家施設を活用した起業支援 
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■施策② 住む場を整える 

多様な居住ニーズに配慮した市営・市有住宅の整備を進めるほか、民間の宅地開発支援、

住宅整備に係る経済的支援に取り組みます。また、地域振興組織等との連携の下、空き家活

用の促進を図ります。 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策    

施策施策施策施策 21212121    市営・市有住宅の整備市営・市有住宅の整備市営・市有住宅の整備市営・市有住宅の整備推進推進推進推進    

            施策施策施策施策 22222222    良質な宅地・住宅の供給支援良質な宅地・住宅の供給支援良質な宅地・住宅の供給支援良質な宅地・住宅の供給支援    

            施策施策施策施策 23232323    空き家の活用促進空き家の活用促進空き家の活用促進空き家の活用促進    

    

        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    

            ・空き家等活用・定住促進ＰＲ事業・空き家等活用・定住促進ＰＲ事業・空き家等活用・定住促進ＰＲ事業・空き家等活用・定住促進ＰＲ事業    

            ・お太助ワゴン予約受付システム更新事業・お太助ワゴン予約受付システム更新事業・お太助ワゴン予約受付システム更新事業・お太助ワゴン予約受付システム更新事業 

・上下水道料金改定支援事業・上下水道料金改定支援事業・上下水道料金改定支援事業・上下水道料金改定支援事業    

    ・下水道長寿命化計画策定業務・下水道長寿命化計画策定業務・下水道長寿命化計画策定業務・下水道長寿命化計画策定業務 

   ・上水道未普及地域解消事業・上水道未普及地域解消事業・上水道未普及地域解消事業・上水道未普及地域解消事業 

・インフラの老朽化調査・耐震診断事業・インフラの老朽化調査・耐震診断事業・インフラの老朽化調査・耐震診断事業・インフラの老朽化調査・耐震診断事業 

・・・・国道沿線活性化事業（道の駅整備）国道沿線活性化事業（道の駅整備）国道沿線活性化事業（道の駅整備）国道沿線活性化事業（道の駅整備）    

 

 

■施策③ 育てる場を整える 

子育て相談・保育体制の充実、経済的支援の充実により、子育て世帯の負担軽減を図るほ

か、小児科や産婦人科、救急等の医療環境の充実に努め、安心して子育てできる環境整備に

取り組みます。また、婚活支援にも取り組み、出会いの創出を図ります。 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策    

施策施策施策施策 47474747    相談・支援体制の充実相談・支援体制の充実相談・支援体制の充実相談・支援体制の充実    

            施策施策施策施策 48484848    幼児保育の充実幼児保育の充実幼児保育の充実幼児保育の充実    

            施策施策施策施策 49494949    学童保育の充実学童保育の充実学童保育の充実学童保育の充実    

            施策施策施策施策 50505050    経済的支援の充実経済的支援の充実経済的支援の充実経済的支援の充実    

施策施策施策施策 51515151    婚活支援の充実婚活支援の充実婚活支援の充実婚活支援の充実    

            施策施策施策施策 72727272    受診機会の拡充受診機会の拡充受診機会の拡充受診機会の拡充    

            施策施策施策施策 73737373    救急医療体制の充実救急医療体制の充実救急医療体制の充実救急医療体制の充実    

    

        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    

            ・保育料の軽減事業・保育料の軽減事業・保育料の軽減事業・保育料の軽減事業    

・乳幼児等医療費助成事業・乳幼児等医療費助成事業・乳幼児等医療費助成事業・乳幼児等医療費助成事業    

・公共施設の配置適正化事業・公共施設の配置適正化事業・公共施設の配置適正化事業・公共施設の配置適正化事業    
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(ⅲ)具体的施策・施策ごとの重要業績評価指標 

 

■施策① 働く場を整える 

 

具体的施策 1) 担い手確保と就農支援 施策番号 118 

農業を志す若者や定年退職後の就農者等に対する支援に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○吉田高校アグリビジネス科や広島県立農業技術大学校等との連携のも

と、農業を志す若者に対する新規就農支援の充実を図ります。 
○認定農業者や認定新規就農者の育成のため、過剰投資の抑制と経営改善

に向けた支援の充実を進めます。 
○産直市等の活用により、女性や定年退職後の就農者を含む多様な担い手

の生産意欲向上を図ります。 
○農業者の経営移譲が円滑に進むように、遊休資機材の再利用等を含めた

環境整備を行います。 

産業振興部 
地域営農課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

認定農業者数（累計） 90 人 120 人 

 

具体的施策 2) 企業立地の促進 施策番号 130 

多様な業種の企業誘致に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○既存人脈等を活用した市内外への企業訪問等により、企業ニーズの把握

に努め、企業誘致優遇制度の充実を図るとともに、既存立地企業の存続、

規模拡大及び新たな企業誘致に向け取り組みます。 
（企業立地推進事業） 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

企業立地奨励条例適用事業者数（累計） ４件 ６件 

 

具体的施策 3) 起業支援の充実 施策番号 131 

多様な業種の起業支援に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○これまでの経験を活かした新規起業や、地域課題解決を図るコミュニテ

ィビジネス等の起業を志す人材の受け入れ・支援体制の充実を図りま

す。 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

新規企業数（期間累計） １事業所 6 事業所 
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具体的施策 4) 多様な働き方を支える環境づくり 施策番号 132 

市内企業における良好な就労環境づくりを促します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○ハローワーク、安芸高田市商工会等の関係機関と連携を図りながら、新

規採用者等を対象とした研修・職場体験等を実施し、働きやすい環境づ

くりを推進します。 

（企業立地推進事業） 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

新規採用者研修受講者数（年計） 16 人/年 20 人/年 
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■施策② 住む場を整える 

 

具体的施策 1) 魅力ある拠点づくりの推進 施策番号 3 

少子高齢化・人口減少社会にマッチした拠点づくりを推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○国と一体となって「道の駅」を整備することにより、「道の駅」や地域

の特性を踏まえた集客・サービス施設等、少子高齢化・人口減少社会に

マッチした魅力ある拠点づくりを進めます。 

建設部 
建設課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

道の駅「（仮称）あきたかた」の進捗率 － 100％ 

 

具体的施策 2) 美しい景観の形成 施策番号 4-1 

自然環境や歴史を活かした美しいまちづくりを推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○ひろしまの森づくり事業（里山林整備事業）を推進します。 
 

産業振興部 
農林水産課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

里山整備事業実施に関する協定書締結 
件数 

58 100 

 

具体的施策 3) 美しい景観の形成 施策番号 4-2 

自然環境や歴史を活かした美しいまちづくりを推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○安芸高田市らしい個性と魅力創出に向け、森林・農地等の適正な管理を

推進します。 
（中山間地域等直接支払事業）、（多面的機能直接支払事業） 

産業振興部 
地域営農課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

中山間地域等直接支払制度において協定

が締結された農地の面積 
2,468ha 2,400ha 

 

具体的施策 4) 美しい景観の形成 施策番号 4-3 

自然環境や歴史を活かした美しいまちづくりを推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○安芸高田市らしい個性と魅力創出に向け、森林・農地等の適切な管理を

推進します。 
産業振興部 
農業委員会 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

遊休農地の割合 2.88％ 2.00％ 
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具体的施策 5) 美しい景観の形成 施策番号 4-4 

自然環境や歴史を活かした美しいまちづくりを推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○地域環境をより明確に保全するための景観条例等の制定について、市民

への影響を考慮し検討します。 
建設部 
管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

まちなみ整備・保全に対する満足度 
（4 点満点） 

2.08 2.5 

 

具体的施策 6) 自然環境の保全・活用  施策番号 5 

自然環境や歴史を活かした美しいまちづくりを推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○水辺空間を利用し、子どもたちが安全に水辺で様々な活動ができるよ

う、親水護岸や浅瀬整備など必要な水辺整備を行います。 
建設部 
管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

水辺の楽校プロジェクト進捗率 0％ 100％ 

 

具体的施策 7) 公園緑地の整備 施策番号 6 

自然環境や歴史を活かした美しいまちづくりを推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○河川敷地内に地域が利用できる公園の整備を計画します。 建設部 
管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

まちなみ整備・保全に対する満足度 
（4 点満点） 

2.08 2.5 

 

具体的施策 8) 

体系的な道路整備の推進 
効果的・効率的な道路整備の推進 

施策番号 

7 
8 

利便性の高い道路網を計画的に整備します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○向原方面と吉田町とを結ぶ地域高規格道路や、高宮方面と吉田町とを結

ぶ一般県道原田吉田線等の整備促進を働きかけます。 
○残土処理等を通じた道路工事の低コスト化、他事業との連携を通じて効

果的・経済的な道路整備を進めます。 
○国・県が道路美化推進のため行っている、アダプト制度への参加の推進

を行い、市独自のアダプト制度の創設を検討します。                                            

建設部 
建設課 

・ 
管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

幹線道路整備に対する満足度（4 点満点） 2.50 3.0 
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具体的施策 9) 

安全・快適な道路空間の創出 
道路の維持管理の充実 

施策番号 

9 
10 

安全性・快適性の高い道路環境を整備します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○平成 23 年度の整備計画に基づき順次整備を行い、利便性・安全性・快

適性の向上を図ります。 
○道路施設の定期点検及び長寿命化計画の策定等により、計画的な維持管

路を図ります。 

建設部 
建設課 

・ 
すぐやる課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

市道改良率 74％ 85％ 

 

具体的施策 10) 鉄道路線の利用促進 施策番号 11 

JR 沿線の関係自治体と連携し、更なる利便性の改善に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○芸備線対策協議会及び三江線活性化協議会と連携を図り、市民生活の利

便性の向上に向けた取り組みを行います。 
○通勤、通学、買い物等、日常生活における住民のＪＲ芸備線及び三江線

の積極的な利用を促進します。 

企画振興部 
政策企画課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

芸備線３駅の乗降客数（日あたり） 1,255 人/日 1,300 人/日 

 

具体的施策 11) 新公共交通システムの充実 施策番号 12 

新公共交通システムの本格運用を進め、システムの定着を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○住民ニーズを踏まえた運行システムの継続的改善により、更なる利便性

の向上とシステム定着を図ります。 
○運行事業者との連携により、広域バス路線、お太助ワゴン、市町村運営

有償運送等による運行を確保します。 

企画振興部 
政策企画課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

お太助ワゴンの利用者数（１日当たり） 181 人/日 180 人/日 

 

具体的施策 12) 交通結節点の利便性向上 施策番号 13 

交通結節点の周辺施設について、指定管理者制度の導入を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○市内の JR 芸備線駅舎を利用者へのサービスの向上、効率的な施設の利

用が図られる指定管理者へ委託を行います。 
建設部 
管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

指定管理導入率 67% 100% 
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具体的施策 13) 地域情報化の推進 施策番号 14 

光ファイバー網を活かし、市民サービスの向上、行政事務の効率化を進めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○お太助フォン及び SNS 等を活用した情報発信をきめ細やかに行いま

す。 
○屋外で情報が入手できるよう公衆無線 LAN 等のアクセスポイントを設

置します。 
○情報通信機器の操作講習会を、必要に応じて開催します。また、講習会

開催時には、セキュリティ対策についても研修を行います。 

企画振興部 
政策企画課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

お太助フォン加入件数 10,561 件 11,000 件 

 

具体的施策 14) 行政情報化の推進 施策番号 15 

全市民が情報化の恩恵を享受できるよう、知識・技術の普及を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○市公式ホームページ等へ行政情報の掲載内容の充実及びスピードアッ

プを図るため、市職員対象の研修会を常時行い情報発信の重要性を認識

させます。 

企画振興部 
政策企画課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

あじさいネット加入件数 3,406 件 4,000 件 

 

具体的施策 15) 

水資源の安定確保と安定供給 
上水道の普及率向上 

施策番号 

17 
19 

上水道未普及地域の早期解消に取り組みます。 
計画的・効率的な設備更新・耐震化の推進に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○老朽管等の配水施設の計画的な更新と、適正で効率的な維持管理に努め

ます。 
○統合により一元化した水道事業の各給水区域間を連結し、水道未普及地

域の解消を進めます。 

建設部 
上下水道課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

給水人口普及率 75％ 80％ 
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具体的施策 16) 

下水道施設の維持・充実 
下水道の普及率向上 

施策番号 

18 
19 

下水道未普及地域の早期解消に取り組みます。 
計画的・効率的な設備更新・耐震化の推進に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○汚水処理施設の長寿命化計画等を策定し、老朽化対策の計画的な推進を

図ります。 
○下水道等の整備済区域の加入促進を行います。 
○合併処理浄化槽の整備を推進します。 

建設部 
上下水道課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

汚水処理人口普及率 75％ 80％ 

 

具体的施策 17) 

市営・市有住宅の整備推進 
良質な宅地・住宅の供給支援 

施策番号 

21 
22 

若者から高齢者まで、多世代のニーズに対応した住宅整備を進めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○若者・子育て世帯の定住を推進するための支援を行います。 
○民間主導による住宅団地開発の支援を行います。 
○住宅施設の長寿命化対策を計画的に進めます。 

（住めーる補助事業） 
（定住促進団地整備事業） 
（市有住宅整備事業） 
（市営住宅整備事業） 

建設部 
住宅政策課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

定住促進団地 成約率（累計） 65％ 100％ 

 

具体的施策 18) 空き家の活用推進 施策番号 23 

空き家等の既存住宅の有効活用に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○空き家バンクへの登録を積極的に推進し、空き家を利用した定住化への

支援を行います。 
○ＮＰＯ等と連携し、空き家の多面的活用を進めます。 

（住めーる補助事業） 

建設部 
住宅政策課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

空き家の賃貸・売買 成約件数（累計） 34 件 106 件 
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■施策③ 育てる場を整える 

 

具体的施策 1) 図書館の充実 施策番号 45-2 

適正で効率的な施設管理と運営に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○乳幼児期の段階から、保護者の読み聞かせによって、絵本に親しむ行動

は、学齢期の読書活動に大きく影響することから、関係機関と連携を図

り、新生児・保護者を対象にブックスタートを行います。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

乳幼児期の保護者が家庭内で日常的に絵

本の読み聞かせを行う割合 
－ 95％ 

 

具体的施策 2) 相談・支援体制の充実 施策番号 47 

子育て世帯の心理的・時間的・経済的負担の軽減に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○子育て支援センター及びこども発達支援センターでの相談事業・教室活

動及び子育てサークルの活動支援等を行います。 
○相談・支援を担当する職員のスキルアップを図ります。 
○安芸高田市虐待等防止ネットワーク会議を活用し、養育環境に課題のあ

る児童への対応について、関係機関の連携により迅速かつ適切な対処を

行います。 

福祉保健部 
子育て支援課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

こども発達支援センターでの相談事業・教

室活動の充実 
－ 増加を目指す 

 

具体的施策 3) 幼児保育の充実 施策番号 48 

子育て世帯の心理的・時間的・経済的負担の軽減に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○ファミリーサポート事業の宿泊・病後児預かりの拡充により、｢24 時間

保育｣体制の充実を図ります。 
○幼保一元化を視野に入れた認定こども園等の新設並びに移行を計画的

に進めます。 
○｢保育所規模適正化推進計画｣に基づき、保育所の統廃合、民営化に取り

組みます。 
○山林保育等、特徴ある民間保育園等の誘致について可能性を検討しま

す。 

福祉保健部 
子育て支援課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

「ファミリーサポートセンター」提供会員

登録者数 
85 人 115 人 
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具体的施策 4) 学童保育の充実 施策番号 49 

子育て世帯の心理的・時間的・経済的負担の軽減に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○放課後児童の安全確保と健全育成を図るため、既存の空き教室等の有効

利用により受入定員の増加を図ります。 
福祉保健部 

子育て支援課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

放課後児童クラブの待機児童数 12 人 0 人 

 

具体的施策 5) 経済的支援の充実 施策番号 50 

子育て世帯の心理的・時間的・経済的負担の軽減に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○子育て家庭の経済的安定に寄与する、児童手当・児童扶養手当や医療費

補助等の支援策の充実を図り、子育て世代の暮らしを総合的に支援して

いきます。 

福祉保健部 
子育て支援課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

子育て支援の推進に対する満足度 
（４点満点） 

2.26 2.68 

 

具体的施策 6) 婚活支援の充実 施策番号 51 

結婚を希望する男女のより多くの出会いの機会創出に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○結婚コーディネーターの取り組みにより、結婚を希望する男女に、より

多くの出会いの場を創出します。 
市民部 

環境生活課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

婚活事業による成婚者数（累計） 17 組 35 組 

 

具体的施策 7) 学びの基盤づくりの推進 施策番号 52 

保幼小の連携による系統的・効果的な指導体制の充実を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○幼稚園教育要領に基づき、発達や学びの連続性を踏まえた教育内容の充

実を図ります。 
○小学校との連携を推進し、小学校教育との円滑な接続を図ります。 
○学校評価の推進などを通じて幼児教育の理解促進を図るとともに幼児

教育の改善を図ります。 
 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

幼稚園行事への保護者・地域の参加者数 59 人 園児数×2.0 人 
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具体的施策 8) 多様な保護者ニーズへの対応 施策番号 53 

保護者の多様な就労ニーズに対応した幼稚園運営に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○保護者の多様な就労形態に対応するため、預かり保育の充実を図りま

す。 
○認定こども園の導入を検討します。 

福祉保健部 
子育て支援課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

「認定こども園」の新設並びに移行数 0 箇所 5 箇所 

 

具体的施策 9) 地域医療体制の充実 施策番号 71 

厚生連吉田総合病院を核とする地域医療体制の充実に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○病院・診療所の医療機関の機能分担を図り、医師会・歯科医師会等との

連携や医療機関相互の連携を推進します。 
○中核病院である厚生連吉田総合病院の機能充実に努めます。 
○厚生連吉田総合病院の機能強化を図るべく、関係機関の連携のもと、災

害拠点病院認定に向けた取り組みを推進します。 
○日ごろから何でも相談できるかかりつけ医を持つよう、市民の意識啓発

を図ります。 

福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

医療体制の充実に対する満足度 
（４点満点） 

2.56 3.10 

 

具体的施策 10) 受診機会の拡充 施策番号 72 

小児科や産婦人科、休日・夜間救急診療等の充実に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○病状に応じた適切な診療、子育て世代の定住促進等に向け、小児科や産

婦人科をはじめとする診療科目の充実、診療時間の延長に努めます。 
○地域における医療看護の担い手を確保するため、未就労の有資格者(保

健師、看護師、歯科衛生士等)の有効な活用を推進します。 

福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

医療体制の充実に対する満足度 
（４点満点） 

2.56 3.10 

 

具体的施策 11) 救急医療体制の充実 施策番号 73 

小児科や産婦人科、休日・夜間救急診療等の充実に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○救急医療機関情報の総合サイトである「広島県救急医療情報ネット」及

び、夜間・休日等の電話相談窓口である「こどもの救急電話相談」の周

知を進めるため、市ホームページ及び市広報に掲載します。 

福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

医療体制の充実に対する満足度 
（４点満点） 

2.56 3.10 
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具体的施策 12) 感染症対策の充実 施策番号 74 

感染症の予防、蔓延防止に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○感染症の発生及び蔓延を防止し、市民の健康を保持・増進するため、予

防接種法に基づく定期予防接種を実施します。 
福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

65 歳以上インフルエンザ予防接種率 67％ 70％ 

 

具体的施策 13) ひとり親家庭の支援充実 施策番号 87 

ひとり親家庭の早期自立を支援します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○ひとり親家庭及び寡婦に対する相談・指導体制の充実を図ります。 
○福祉資金貸付制度の活用や技能・資格取得支援等を通して経済的自立を

促進します。 
○児童の養育機能を補完する短期保護制度や介護人派遣制度の活用等を

促進します。 

福祉保健部 
子育て支援課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

ひとり親家庭等の福祉の充実に対する満

足度（４点満点） 
2.17 2.57 

 

具体的施策 14) 保健医療制度の充実 施策番号 88 

子育て世帯や重度心身障害者等に対する医療費支援に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○健康の保持及び増進・福祉の向上に向け、子育て世帯や重度心身障害者、

ひとり親家庭等に対する医療費の一部助成を実施するとともに、各制度

の周知に取り組みます。 

福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

予防医療の充実に対する満足度 
（４点満点） 

2.85 3.37 

 

具体的施策 15) 国民健康保険制度の運用 施策番号 90 

国民健康保険制度の円滑な運用に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○医療費の適正化を図るため、審査体制を強化するとともに、適正受診の

促進等、被保険者への意識啓発を推進します。 
○保険税の適正な賦課に努めるとともに、収納体制を強化し収納率の向上

に努めます。 

福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

ジェネリック医薬品差額通知による医療

費削減効果額 
29,641 千円 40,000 千円 
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具体的施策 16) 

男女平等意識の確立 
あらゆる分野における男女共同参画の推進 
男女共同参画を支える環境づくりの推進 

施策番号 

109 
110 
111 

すべての世代、あらゆる場面における男女共同参画を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○男女の固定的な役割分担意識の是正を促進します。具体的には、各種講

座・研修会等を通じて、男性の家事・育児・介護への参加のための意識

啓発を行います。 
○女性リーダーや団体を育成するための学習会の充実を図るほか、関連情

報の積極的な提供等を通じて、参加機会の充実に努めます。 
○男女平等意識を住民一人ひとりに浸透させていくよう、広報・啓発活動

の充実を図ります。 

市民部 
人権多文化共生推

進課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

「男は仕事、女は家庭」固定的な性別役割

分担の認識度 
－ 80％ 

 

具体的施策 17) 女性に対する暴力の根絶と相談体制の充実 施策番号 112 

男女間の暴力の防止に向けた取り組みを進めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○配偶者等からの暴力やセクシャル・ハラスメント等、男女間における暴

力の防止に向けた啓発に努めるとともに、関係機関と連携し、相談・保

護体制の強化を図ります。 

福祉保健部 
子育て支援課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

終結率（終結件数／把握件数） 30％ 50％ 

 

具体的施策 18) 

周辺地域との連携強化 
国・県との連携強化 

施策番号 

144 
145 

国、県、周辺自治体との連携を強化します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○「連携中枢都市圏制度」を活用し、広島市及び連携市町により圏域全体

の経済活性化、都市機能の集約、生活関連機能サービスの向上に取り組

みます。 
○計画の円滑な推進を図り、関連事業の早期実施を促進していくため、

国・広島県との連携を強化し、緊密な協議・調整に努めます。 

企画振興部 
政策企画課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

「連携協約」締結数 － 18 件 
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ⅡⅡⅡⅡ    地域経済の好循環推進プロジェクト地域経済の好循環推進プロジェクト地域経済の好循環推進プロジェクト地域経済の好循環推進プロジェクト    

 

(ⅰ)基本目標 

○本プロジェクトは、農産物等を中心とする生産基盤の強化と地元での購買意識を喚起するこ

とによる地産地消サイクルの構築、観光や６次産業化等による外貨獲得の推進を通じて、地

域経済の好循環・拡大を目指す取り組みです。 

目標指標 現状値（H25） 目標値(H31) 

安芸高田市 総生産額 1,126 億円/年（※） 1,132 億円/年 

一人あたり観光消費額 1,162 円/人 1,353 円/人 

※平成 24 年度広島県市町民経済計算結果 平成 23 年度の値 

 

(ⅱ)講ずべき施策に関する基本方向 

■施策① 地産地消サイクルを回す 

農産物等の生産体制強化を図るとともに、これら生産物の市内取扱い量の拡大、消費者の

地元での購買意識を喚起させ、地産地消サイクルの拡大を図ります。 

また、太陽光や木質バイオマス等の再生可能エネルギーの活用を進めることで、エネルギ

ーの地産地消を推進します。 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策    

施策施策施策施策 94949494    再生可能エネルギーの導入推進再生可能エネルギーの導入推進再生可能エネルギーの導入推進再生可能エネルギーの導入推進    

施策施策施策施策 117117117117    農業振興体制の整備農業振興体制の整備農業振興体制の整備農業振興体制の整備    

施策施策施策施策 119119119119    農業生産の振興農業生産の振興農業生産の振興農業生産の振興    

施策施策施策施策 123123123123    林業振興の多面的展開の推進林業振興の多面的展開の推進林業振興の多面的展開の推進林業振興の多面的展開の推進    

施策施策施策施策 129129129129    地元購買の喚起と活性化地元購買の喚起と活性化地元購買の喚起と活性化地元購買の喚起と活性化    

    

        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    

            ・ＥＣＯモデルタウン事業・ＥＣＯモデルタウン事業・ＥＣＯモデルタウン事業・ＥＣＯモデルタウン事業    

            ・農産物の産地化・商品開発事業・農産物の産地化・商品開発事業・農産物の産地化・商品開発事業・農産物の産地化・商品開発事業    

            ・ほ場整備事業・ほ場整備事業・ほ場整備事業・ほ場整備事業    

            ・鳥獣被害対策実施隊設置事業・鳥獣被害対策実施隊設置事業・鳥獣被害対策実施隊設置事業・鳥獣被害対策実施隊設置事業    

            ・有害鳥獣捕獲事業・有害鳥獣捕獲事業・有害鳥獣捕獲事業・有害鳥獣捕獲事業    

            ・ジビエ特産化事業・ジビエ特産化事業・ジビエ特産化事業・ジビエ特産化事業    

            ・食肉処理施設浄化槽設置事業・食肉処理施設浄化槽設置事業・食肉処理施設浄化槽設置事業・食肉処理施設浄化槽設置事業    

            ・プレミアム付き商品券事業・プレミアム付き商品券事業・プレミアム付き商品券事業・プレミアム付き商品券事業    
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■施策② 外貨を獲得する 

観光資源の充実、地域資源を活かした商品開発、受け入れ体制の強化、積極的なＰＲの推

進等を通じて、観光産業や６次産業の活性化を促し、外貨獲得サイクルの拡大を図ります。   

また、地元商工業者に対する支援を推進し、競争力ある産業の育成を図ります。 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策    

施策施策施策施策 103103103103    観光資源の開発と活用の推進観光資源の開発と活用の推進観光資源の開発と活用の推進観光資源の開発と活用の推進    

施策施策施策施策 104104104104    観光の推進体制の充実観光の推進体制の充実観光の推進体制の充実観光の推進体制の充実    

施策施策施策施策 120120120120    個性ある農業の展開個性ある農業の展開個性ある農業の展開個性ある農業の展開    

施策施策施策施策 127127127127    商店・企業の活性化支援商店・企業の活性化支援商店・企業の活性化支援商店・企業の活性化支援    

施策施策施策施策 128128128128    地域産業の育成地域産業の育成地域産業の育成地域産業の育成    

    

        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    

            ・農産物商品化支援・ブランド化推進事業・農産物商品化支援・ブランド化推進事業・農産物商品化支援・ブランド化推進事業・農産物商品化支援・ブランド化推進事業    

・特産品づくり支援事業・特産品づくり支援事業・特産品づくり支援事業・特産品づくり支援事業    

・地域情報・観光情報発信強化事業・地域情報・観光情報発信強化事業・地域情報・観光情報発信強化事業・地域情報・観光情報発信強化事業    

            ・公衆無線・公衆無線・公衆無線・公衆無線 LANLANLANLAN、定点カメラ設置事業、定点カメラ設置事業、定点カメラ設置事業、定点カメラ設置事業    
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(ⅲ)具体的施策・施策ごとの重要業績評価指標 

 

■施策① 地産地消サイクルを回す 

 

具体的施策 1) 環境保全活動の推進 施策番号 91 

環境基本計画に基づき、環境保全を積極的に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○安芸高田市環境基本計画に基づき、環境活動を担う市民組織として立ち

上げた「環境もやい☆安芸高田」の活動支援や環境保全活動を行います。 
 

市民部 
環境生活課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

環境リーダー登録者数 15 人 60 人 

 

具体的施策 2) 自然とふれあう場の整備 施策番号 92 

里山をはじめとする自然とふれあう場の整備を進めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○森林ボランティアの育成や市民による里山整備や里山活用に関する取

り組みを促進・支援します。 
○里山をはじめとする自然とふれあう場の維持管理に努めるとともに、市

内外からの利用活性化を促進します。 

産業振興部 
農林水産課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

環境リーダー登録者数 15 人 60 人 

 

具体的施策 3) 再生可能エネルギーの導入推進 施策番号 94 

再生可能エネルギーの導入促進を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○再生可能エネルギー導入ビジョンに基づき、太陽光、木質バイオマス等

を中心にその導入促進を図ります。 
市民部 

環境生活課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

太陽光発電システムの設置世帯割合 ７％ 10％ 

 

具体的施策 4) ごみの減量化・資源循環の推進 施策番号 95 

ごみの減量化、資源ごみの再生利用を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○ごみの減量化や再生利用に関する情報提供、意識啓発に努めます。 
○ごみの分別回収による資源化を推進し、資源循環により環境負荷の低減

を図ります。（資源ごみリサイクル推進事業） 

市民部 
環境生活課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

市民 1 人あたりのごみ排出量（日量） 710ｇ 660ｇ 
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具体的施策 5) 農地の効率的利用と生産基盤の整備 施策番号 116-1 

ほ整備や農業法人設立支援等、生産性の高い農業経営環境を整備します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○遊休農地所有者の意向調査等を進めるとともに、農地利用希望者のニー

ズ把握を行い、両者のマッチングによる遊休農地の低減を促進します。 
○シカやイノシシ等の有害鳥獣による農作物の被害低減に努めます。 

産業振興部 
地域営農課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

有害鳥獣による農作物被害額 
（シカ、イノシシ年計） 

2,450 万円 1,715 万円 

 

具体的施策 6) 農地の効率的利用と生産基盤の整備 施策番号 116-2 

ほ場整備や農業法人設立支援等、生産性の高い農業経営環境を整備します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○ほ場整備の計画的な推進、かんがい排水、農道、ため池等、生産基盤の

整備を進め、優良農地の拡大を図ります。 
産業振興部 
農林水産課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

ほ場整備実施済み面積 3057.0ha 3067.4 ha 

 

具体的施策 7) 農業振興体制の整備 施策番号 117-1 

農業を志す若者や定年退職後の就農者等に対する支援に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○効率的で生産性の高い農業の推進に向けて、集落営農組織や農業法人等

の設立を支援します。 
○人・農地プランや農地中間管理機構を利用して担い手の農地集積を図り

ます。 
○担い手を中心としつつ、兼業農家や高齢者、女性等が相互に連携した地

域での営農体制を構築します。 
（農業振興施設活用促進事業） 

産業振興部 
地域営農課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

農業法人の平均販売額（年計） 35 百万円 50 百万円 

 

具体的施策 8) 農業振興体制の整備 施策番号 117-2 

農業を志す若者や定年退職後の就農者等に対する支援に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○人・農地プランや農地中間管理機構を利用して担い手の農地集積を図り

ます。 
産業振興部 
農業委員会 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

農地の利用集積 29.29％ 34.82％ 
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具体的施策 9) 農業生産の振興 施策番号 119 

競争力のある農畜産物の生産を促進し、販路の拡大に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○水田の集約化を進めることで米の生産コスト低減を図り、価格低迷に対

応する農業経営の推進を図ります。 
○農協や県の指導機関等との連携の下、消費者や市場ニーズの的確な把握

に基づき、新たな園芸作物・薬用作物・加工業務用作物等の選定・普及

を図ります。 
○産直市の施設整備と機能の充実を図り農家所得の向上を目指します。 
○優良素牛の導入や受精卵移植等を促進し、和牛産地の維持と牛肉のブラ

ンド化を図る取り組みを推進します。 

産業振興部 
地域営農課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

産直市の販売額（年計） 562 百万円 800 百万円 

 

具体的施策 10) 林業基盤の整備推進 施策番号 121 

林業基盤の整備を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○森林経営計画の策定により計画的な森林整備方針を定めるとともに、団

地化による林地集約と路網整備の推進を図ることで、効率的な林業生産

体制の構築を図ります。 

産業振興部 
農林水産課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

森林経営計画 団地数（累計） ７団地 30 団地 

 

具体的施策 11) 森林管理の推進 施策番号 122 

森林資源の適切な管理を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○森林が持つ公益的機能の維持に向け、森林組合と連携しながら計画的・

集団的な造林・保育・間伐を総合的に推進します。 
産業振興部 
農林水産課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

森林経営計画 団地数（累計） ７団地 30 団地 

 

具体的施策 12) 林業振興の多面的展開の推進 施策番号 123 

林産物の多面的な活用を促進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○木材の需要拡大を推進していくため、公共建築物や公共事業への木材利

用を進めるほか、木質バイオマスエネルギー需要の創出に取り組みま

す。 
○特用林産物の生産振興を推進します。 

産業振興部 
農林水産課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

林業総生産額(年計） 
629 百万円

（※） 
629 百万円 

※平成 24 年度広島県市町民経済計算結果 平成 23 年度の値 
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具体的施策 13) 漁業環境の保全 施策番号 124 

漁場環境の保全と水産資源の維持・増大を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○各漁協と協力し、春と夏に河川パトロールを実施します。 産業振興部 
農林水産課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

河川パトロールの実施 0 回 2 回 

 

具体的施策 14) 水産資源の維持・増大 施策番号 125 

漁場環境の保全と水産資源の維持・増大を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○放流用稚魚の安定供給や外来種の駆除・カワウの被害防止等について、

漁業協同組合の活動を支援し、水産資源の維持・拡大を図ります。 
産業振興部 
農林水産課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

水産業総生産額 ２百万円（※） ２百万円 

※平成 24 年度広島県市町民経済計算結果 平成 23 年度の値 

 

具体的施策 15) 地元購買の喚起と活性化 施策番号 129 

生産・流通・消費の各方面から地産地消の促進を働きかけます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○地域の消費を喚起するため、プレミアム商品券の発行を行います。 産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

地域産業の育成に対する満足度 
（４点満点） 

1.83 2.16 
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■施策② 外貨を獲得する 

 

具体的施策 1) 観光資源の開発と活用の推進 施策番号 103 

地域資源を活かした観光商品・プログラム等の開発を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○安芸高田市の歴史的・文化的資源等を活用し、国内外に広く PR を行う

とともに、観光特産品や観光商品の開発に取り組みます。 
（観光 PR 事業・観光促進事業・第三セクター健全化事業） 

○既存の観光施設について、設備更新並びに施設修繕を計画的に実施しま

す。 
（第三セクター健全化事業-ハード） 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

観光消費額（年計） 
1,610 百万 

円/年 
2,300 百万 

円/年 

 

具体的施策 2) 観光の推進体制の充実 施策番号 104 

ガイドや宿泊機能、サービス等の観光客受け入れ機能を強化します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○観光協会等の関連団体の育成を推進します。 
（観光促進事業） 

○地域資源を活かし、観光客等により長く滞在してもらうための環境整備

を進めます。 
（地域イベント支援事業） 

○ふるさと応援の会の人脈を活かし、地域経済の活性化が図れるよう支援

します。 
（ふるさと応援の会支援事業） 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

総観光客数（年計） 1,386 千人/年 1,700 千人/年 

 

具体的施策 3) 個性ある農業の展開 施策番号 120 

競争力のある農畜産物の生産を促進し、販路の拡大に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○有機栽培や特別栽培農産物の栽培等、環境にやさしい農業の普及や特産

品・加工品の開発による６次産業化等、消費者ニーズに対応し地域の特

色を活かした農業を展開します。 
（特産品開発補助事業） 
（ジビエ特産化事業） 

○良質な農産物生産の基盤となる土づくりを推進し、耕種農家と畜産農家

の連携による資源循環型農業の確立を目指します。 
○ふるさと応援の会との連携やインターネットの活用等により、販路開拓

を促進します。 

産業振興部 
地域営農課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

堆肥センターでの堆肥生産量 5,871ｔ 6,000ｔ 
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具体的施策 4) 多面的な漁業の推進 施策番号 126 

水産物の多面的な活用を促進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○ヤマメの養殖やすっぽんの養殖等の栽培漁業の推進を図るほか、ヤマメ

の釣り堀等、観光漁業への取り組みを推進します。 
産業振興部 
農林水産課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

水産業総生産額 ２百万円（※） ２百万円 

※平成 24 年度広島県市町民経済計算結果 平成 23 年度の値 

 

具体的施策 5) 商店・企業の活性化支援 施策番号 127 

地元企業ニーズの把握に努めるとともに、企業間の連携を促します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○市内外の企業への積極的な訪問により企業のニーズを把握するととも

に、企業間交流や農商工連携、産学官連携を推進します。 
（産業人材促進事業） 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

製造品出荷額（年計） 
1,016 億円/年

（※） 
1,021 億円/年 

※広島県工業統計調査 平成23年度の値 

 

具体的施策 6) 地域産業の育成 施策番号 128 

生産・流通・消費の各方面から地産地消の促進を働きかけます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○地域の歴史・文化資源を活かした商品開発や、既存技術を活かした新分

野への進出支援などに取り組みます。 
（商工業振興事業） 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

製造品出荷額（年計） 
1,016 億円/年

（※） 
1,021 億円/年 

※広島県工業統計調査 平成23年度の値 
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ⅢⅢⅢⅢ    次代を切り拓く青少年育成プロジェクト次代を切り拓く青少年育成プロジェクト次代を切り拓く青少年育成プロジェクト次代を切り拓く青少年育成プロジェクト    

 

(ⅰ)基本目標 

○本プロジェクトは、安芸高田市の全ての青少年に確かな学力、豊かな人間性、健康・体力と

いったいわゆる知・徳・体のバランスのとれた生きる力を育む取り組みです。中でも、安芸

高田市の歴史・文化、道徳を尊重する心を育む取り組みは、確かな学力の定着とともに重点

的に推進します。そして、これらの取り組みを支える学びの場の整備を進めることで、次代

を切り拓く青少年の育成を目指します。 

目標指標 現状値（H25） 目標値(H31) 

将来に夢や目標を持っている小中学生の割

合 
86％ 95％ 

安芸高田市に住みたい・戻ってきたいと思う

中高生の割合 
52％ 65％ 

 

(ⅱ)講ずべき施策に関する基本方向 

■施策① 生きる力を育む 

 

□①-1 確かな学力 

「基礎的・基本的な知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学習に取り組む意欲」

の「学力の３要素」の育成に取り組みます。 
障害のある幼児・児童・生徒の教育的ニーズを把握し、適切な指導及び必要な支援を行い

ます。 
 

□①-2 豊かな人間性 

郷土理解学習、地域体験学習等を通して、郷土「安芸高田」の伝統と文化を尊重する心を

育みます。 
人権教育、多文化共生教育等を通して、一人ひとりの人権を尊重する心を育みます。 

 
□①-3 健康・体力 

食育の充実を図るほか、学校体育の充実やスポーツ等を通した健康・体力づくりを推進し

ます。 
 
主要施策主要施策主要施策主要施策    
施策施策施策施策 24242424    確かな学力の向上確かな学力の向上確かな学力の向上確かな学力の向上    
施策施策施策施策 25252525    健やかな体の育成健やかな体の育成健やかな体の育成健やかな体の育成    
施策施策施策施策 26262626    豊かな心の育成豊かな心の育成豊かな心の育成豊かな心の育成    
施策施策施策施策 27272727    国際教育の推進国際教育の推進国際教育の推進国際教育の推進    
施策施策施策施策 28282828    生徒指導の推進生徒指導の推進生徒指導の推進生徒指導の推進    
施策施策施策施策 29292929    特別支援教育の充実特別支援教育の充実特別支援教育の充実特別支援教育の充実    

   施策施策施策施策 37373737    人権教育・人権啓発の推進人権教育・人権啓発の推進人権教育・人権啓発の推進人権教育・人権啓発の推進    
施策施策施策施策 39393939    青少年教育の推進青少年教育の推進青少年教育の推進青少年教育の推進    
施策施策施策施策 43434343    スポーツ活動の推進スポーツ活動の推進スポーツ活動の推進スポーツ活動の推進    
施策施策施策施策 67676767    食育の推進食育の推進食育の推進食育の推進    
施策施策施策施策 105105105105    交流機会の充実交流機会の充実交流機会の充実交流機会の充実    
施策施策施策施策 115115115115    多文化共生教育の推進多文化共生教育の推進多文化共生教育の推進多文化共生教育の推進    

 
        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    
            ・若年性生活習慣病予防事業・若年性生活習慣病予防事業・若年性生活習慣病予防事業・若年性生活習慣病予防事業    

・スクールサポーターの配置・スクールサポーターの配置・スクールサポーターの配置・スクールサポーターの配置    
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■施策② 学ぶ場をつなぐ 

小中連携をはじめ保幼小連携等の在り方について検討を進めるほか、家庭・地域・学校間

の連携強化を図ります。また、情報教育環境の充実を図り、世界とつながる学びの場を構築

します。 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策    

施策施策施策施策 30303030    開かれた学校づくりの推進開かれた学校づくりの推進開かれた学校づくりの推進開かれた学校づくりの推進    

施策施策施策施策 31313131    教職員の資質能力の向上教職員の資質能力の向上教職員の資質能力の向上教職員の資質能力の向上    

施策施策施策施策 32323232    連携教育の充実連携教育の充実連携教育の充実連携教育の充実    

施策施策施策施策 34343434    情報教育推進のための基盤整備情報教育推進のための基盤整備情報教育推進のための基盤整備情報教育推進のための基盤整備    

    

        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    

            ・・・・学校規模適正化推進事業学校規模適正化推進事業学校規模適正化推進事業学校規模適正化推進事業    

            ・・・・ICTICTICTICT 活用事業活用事業活用事業活用事業ＥＣＯモデルタウン事業ＥＣＯモデルタウン事業ＥＣＯモデルタウン事業ＥＣＯモデルタウン事業    
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(ⅲ)具体的施策・施策ごとの重要業績評価指標 

 

■施策①-1 生きる力を育む －確かな学力－ 

 

具体的施策 1) 確かな学力の向上 施策番号 24 

学力、思考力、体力、コミュニケーション能力等の生きる力を育みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○学習補助員等を配置し、きめ細やかな教育環境の充実に努めます。 
○教員の理科授業力向上のため、理科授業改善研修を実施します。 
○「複数校の協働による授業づくり」研修を実施し、児童生徒の主体的な

学びを促進します。 
○ＩＣＴ機器を積極的に活用し、協働型・双方型の授業への革新を図りま

す。 
○「オール安芸高田」で中長期的に児童生徒の学力向上に取り組むため、

「安芸高田市学力向上戦略」を策定します。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①基礎学力が定着している児童の割合 73％ 90％ 

②基礎学力が定着している生徒の割合 78％ 90％ 

 

具体的施策 2) 国際教育の推進 施策番号 27 

学力、思考力、体力、コミュニケーション能力等の生きる力を育みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○英語を母国語とする講師を定期的に小中学校に派遣し、効果的な外国語

活動・英語授業を担当教員とともに行います。 
○教員の外国語活動及び英語科の授業力向上のための研修受講を推進し

ます。 
○国際姉妹校との交流事業に児童生徒を積極的に参加させます。 
○中学校において、生徒の英語検定受検を推進します。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①「外国語活動が楽しみ」「もっと英語 
を勉強したい」と思う小学生の割合 

83％ 90％ 

②英検３級以上を取得している中学生の 
割合 

28％ 35％ 
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具体的施策 3) 特別支援教育の充実 施策番号 29 

特別な支援を必要とする児童・生徒への支援を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○特別支援教育コーディネーターを中心に全ての教職員が障害に関する

知識を身に付け、障害のある児童生徒に対し適切な配慮を行います。 
○教育介助員を配置し、きめ細やかな教育環境の充実に努めます。 
○インクルーシブ教育システムの構築を推進し、教育内容・方法の改善充

実を図ります。 
○「通級による指導」を実施し、多様な「学びの場」を提供します。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①特別な支援を要する児童のための教育

支援計画の作成率 
74％ 100％ 

②特別な支援を要する生徒のための教育

支援計画の作成率 
65％ 100％ 
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■施策①-2 生きる力を育む －豊かな人間性－ 

 

具体的施策 1) 豊かな心の育成 施策番号 26 

歴史、文化、道徳等を尊重する豊かな心を育みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○郷土理解学習副読本を活用し、郷土の歴史・伝統・文化を理解し学習す

る機会の充実を図ります。 
○人権教育、道徳教育の充実を図り、人権が尊重される学校・学級づくり、

児童生徒の道徳性の育成に努めます。 
○全校一斉の読書活動や「読書貯金」などの取り組みを通して児童生徒の

読書活動を推進します。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

１か月に１冊以上本を読む小中学生の割合 90％ 100％ 

 

具体的施策 2) 国際教育の推進 ［※41 頁前掲］ 施策番号 27 

学力、思考力、体力、コミュニケーション能力等の生きる力を育みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○英語を母国語とする講師を定期的に小中学校に派遣し、効果的な外国語

活動・英語授業を担当教員とともに行います。 
○教員の外国語活動及び英語科の授業力向上のための研修受講を推進し

ます。 
○国際姉妹校との交流事業に児童生徒を積極的に参加させます。 
○中学校において、生徒の英語検定受検を推進します。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①「外国語活動が楽しみ」「もっと英語 
を勉強したい」と思う小学生の割合 

83％ 90％ 

②英検３級以上を取得している中学生の 
割合 

28％ 35％ 

 

具体的施策 3) 生徒指導の推進 施策番号 28 

特別な支援を必要とする児童・生徒への支援を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○「安芸高田市いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの防止・早期発見・

対処のための対策を総合的、効果的に推進します。 
○広島県警察「スクールサポーター事業」を活用し、生徒指導の充実を図

ります。 
○家庭教育支援員やスクールカウンセラーを配置し、きめ細やかな教育相

談体制の充実を図ります。 
○適応指導教室を運営し、不登校児童生徒の学校復帰を支援します。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①不登校児童の割合 0.6％ 0.4％以下 

②不登校生徒の割合 2.2％ 2.0％以下 
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具体的施策 4) 人権教育・人権啓発の推進 施策番号 37 

一人ひとりの人権が尊重される社会の実現に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○子どもの人権を守るため、参加体験型学習プログラムの普及を図り、他

者との気づきあい、学び合いの中から、保護者の人権意識・感覚の涵養

を図ります。 
○そのための推進役であるファシリテーターの育成を図ります。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①参加型体験学習プログラムの開催回数 未実施 12 回 

②参加体験型学習プログラムへ参加した

ことのある保護者の割合 
0％ 

 
50％ 

 

    

具体的施策 5) 青少年教育の推進 施策番号 39 

多様な学習ニーズ、現代的課題や地域課題に即応する学習機会の提供に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○青少年に、放課後や週末等を利用して、学校・家庭・地域の連携による

社会奉仕活動や自然体験活動など様々な交流・体験活動を提供します。 
○そのための市民活動団体の支援を行います。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

各種学習講座延べ参加者数 322 人 300 人 

 

具体的施策 6) 交流機会の充実 施策番号 105-1 

海外を含む姉妹都市等との交流を促進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○海外の姉妹都市・姉妹校交流の活用し、海外での生活体験、外国人との

交流体験を通じて、次代を生き抜く国際感覚、コミュニケーション能力、

英会話能力を身に付けることを目的に、中学生を対象として、相互派遣

事業を実施します。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

英検３級以上を取得している中学生の 
割合 

28％ 35％ 

 

具体的施策 7) 交流機会の充実 施策番号 105-2 

海外を含む姉妹都市等との交流を促進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○姉妹都市である山口県防府市との交流を通して、相互に地域振興・地域

経済の活性化を図ります。 
（姉妹都市交流事業） 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

姉妹都市交流事業参加者数 30 人 増加を目指す 
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具体的施策 8) 多文化共生教育の推進 施策番号 115 

日本語教育、母国語教育の充実を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○日本語教育体制の充実のほか、外国人の子どもたちの就学・学力支援を

推進します。 
○日本で生まれた外国人の子どもたちに対する母国語教育の充実を図り

ます。 
○日本の子どもたちを含め、多文化共生に関する教育内容の充実を図りま

す。 
○家庭教育支援や人権教育を進める指導者、在住外国人を対象とした日本

語学習支援ボランティア等、特に必要とする指導者やボランティアの育

成と活用を推進します。 

市民部 
人権多文化共生推

進課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

高校進学率 0％ 100％ 
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■施策①-3 生きる力を育む －健康・体力－ 

 

具体的施策 1) 健やかな体の育成 施策番号 25 

学力、思考力、体力、コミュニケーション能力等の生きる力を育みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○県の事業も活用し、特に小学校において教員の体育科の授業力向上に努

めます。 
○外部指導者派遣事業の活用により中学校運動部活動の活性化を図りま

す。 
○中学校体育連盟の活動を支援し、中学校生徒の体力向上を図ります。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①体力運動能力調査で県平均を超える項

目数の割合（小学校） 
80％ 90％ 

②体力運動能力調査で県平均を超える項

目数の割合（中学校） 
72％ 85％ 

 

具体的施策 2) スポーツ活動の推進 施策番号 43 

スポーツ活動を支援し、健康で文化的な生活の実現に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○小学校に対して、ラジオ体操や走り方など基礎体力・運動能力向上のた

め指導者を派遣します。 
○中学校運動部の活動活性化し、体力の向上と生涯スポーツの定着を図る

ため、外部指導者を派遣します。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①体力運動能力調査で県平均を超える項

目数の割合（小学校） 
80％ 90％ 

②体力運動能力調査で県平均を超える項

目数の割合（中学校） 
72％ 85％ 

 

具体的施策 3) 健康づくりの推進 施策番号 65 

乳幼児期から高齢期に至るそれぞれの時期に応じた健康づくりを支援します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○市の健康増進計画に基づき、乳幼児期から高齢期の各時期に応じた健康

づくり事業を啓発します。 
福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

健康フェスタ参加者数 500 人 1,000 人 
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具体的施策 4) 疾病予防対策の充実 施策番号 66 

乳幼児期から高齢期に至るそれぞれの時期に応じた健康づくりを支援します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○特定健診結果、メタボ該当者、並びにメタボ予備群への保健指導を実施

し、生活習慣を見直し自主的な取り組みを促すために保健指導を行いま

す。 

福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

メタボリックシンドローム該当者・予備群

の減少率 
23.5％ 25.0％ 

 

具体的施策 5) 食育の推進 施策番号 67 

健やかな成長と健康維持、地産地消の推進に向け食育の充実に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○市の食育増進計画に基づき乳幼児期から高齢期の各時期に応じた健康

づくり事業を啓発します。 
福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

食育に関心を持っている人の割合 63.8％ 80.0％ 

 

具体的施策 6) 母子保健対策の充実 施策番号 68 

乳幼児期から高齢期に至るそれぞれの時期に応じた健康づくりを支援します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○妊婦健診、乳幼児健診、育児相談、子育て相談会など妊娠・出産・乳幼

児期に対する事業を実施します。 
福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

３歳児健診受診率 91.4％ 95.0％ 

 

具体的施策 7) 精神保健対策の充実 施策番号 69 

乳幼児期から高齢期に至るそれぞれの時期に応じた健康づくりを支援します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○精神障害者とその家族の相談、関係機関と連携した支援を行います。ま

た、自殺予防対策として、関係機関連携によるゲートキーパー養成、相

談を実施します。 

福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

ストレスを軽減できている人の割合 50％ 58％ 
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具体的施策 8) 歯科保健対策の充実 施策番号 70 

乳幼児期から高齢期に至るそれぞれの時期に応じた健康づくりを支援します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○歯科検診（中高年・妊婦歯科検診事業、乳幼児健診）健康フェスタにお

ける啓発事業、乳幼児と保護者、児童生徒への健康教育、はつらつ家族、

8020 表彰の実施を行います。 

福祉保健部 
保健医療課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

定期的に歯科健診を受けている人の割合 13.2％ 30.0％ 

 

具体的施策 9) トップアスリートの育成 施策番号 102 

次代のトップアスリートの輩出を支援します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○本市の特徴的なスポーツ活動である、サッカー、ハンドボール、カヌー、

ＢＭＸにおける優れた活動環境を活かして、トップアスリートとの交

流・指導機会の充実を図り、小学生のスポーツに対する興味・関心・意

欲を喚起します。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

トップアスリートによる交流・指導プログ

ラムに参加した児童数 
688 人/年 900 人/年 
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■施策② 学ぶ場をつなぐ 

 

具体的施策 1) 開かれた学校づくりの推進 施策番号 30 

学校、家庭、地域の連携による「協育」に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○学校評議員、学校関係者評価委員の活用により、学校運営に保護者や地

域住民の意向を把握・反映し、地域ぐるみで教育活動の充実を図ります。 
○広島県のすすめる「学校へ行こう週間」を活用し、保護者や地域住民が

学校に関心を持ち、学校を訪問する機会を増やします。 
○ＰＴＡ活動を推進し、学校・家庭・地域が一体となった教育活動の活性

化を図ります。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①小学校行事への保護者・地域の参加者数 
 

2,364 人 
児童数 
×2.1 人 

②中学校行事への保護者・地域の参加者数 
 

1,495 人 
生徒数 
×2.2 人 

 

具体的施策 2) 教職員の資質能力の向上 施策番号 31 

教職員の指導力の向上に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○国、県、市の実施する研修を積極的に教職員に受講させ、授業改善に取

り組みます。 
○学校教育推進アドバイザーを活用し、学校経営・学級づくり・授業改善

等に専門的意見を取り入れます。 
○安芸高田教育推進会の活動を支援し、教職員の資質向上と学校教育の振

興を図ります。 
○市教委指導主事等による学校訪問指導を積極的に行います。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①基礎学力が定着している児童の割合 73％ 90％ 

②基礎学力が定着している生徒の割合 78％ 90％ 

 

具体的施策 3) 連携教育の充実 施策番号 32 

保幼小中高の連携を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○中学校区における連絡会議や研修を推進し、義務教育９年間を見通した

一貫性のある指導を行います。 
○進路や地域教育のあり方等について、中学校と地元の高校が積極的に連

携の機会を持ちます。 

教育委員会 
学校教育課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①連携を近隣の中学校とよく行っている

小学校の割合 
46％ 70％ 

②連携を近隣の小学校とよく行っている

中学校の割合 
50％ 70％ 
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具体的施策 4) 学校施設・設備の整備 施策番号 33 

学校施設・設備の整備・更新を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○よりよい学習環境の実現に向けて、小中学校の理科設備が基準金額に達

するよう、理科教育設備整備費等補助金の交付を受けながら整備しま

す。 

教育委員会 
教育総務課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

理科教育設備 整備率 27.6% 35% 

 

具体的施策 5) 情報教育推進のための基盤整備 施策番号 34 

高度化し急速に進展する情報化や国際化への対応を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○情報化や国際化に対応できる人材の育成とＩＣＴ教育環境の実現を目

指して、市内小中学校の普通学級へ電子黒板を順次整備していきます。 
教育委員会 
教育総務課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

①普通学級における電子黒板整備率 0％ 70％ 

②特別支援学級児童・生徒へのタブレット

端末配布率 
0％ 70％ 

 

具体的施策 6) 就学援助の適正な執行 施策番号 35 

就学困難な児童・生徒の解消を図り、就学の機会を保障します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○就学援助、就学奨励及び市奨学金制度の適正な運用により、低所得世帯

等への経済的支援を行い、就学困難児童生徒の解消を図り、就学の機会

を保障します。 

教育委員会 
教育総務課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

返還金収納率 89.8% 99% 

 

具体的施策 7) 給食センターの円滑な運用 施策番号 36 

安全・安心でおいしい給食の提供を行います。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○安全・安心でおいしい給食の提供を基本として、特色ある伝統食や健康

に配慮した献立の導入等、地場産物を活用しながら魅力ある給食づくり

に努めます。 

教育委員会 
教育総務課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

地場産物活用率 38.8% 50% 
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具体的施策 8) 家庭教育支援の充実 施策番号 40 

一人ひとりの人権が尊重される社会の実現に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○核家族化が進む中、家庭での教育力の低下が問題となっています。保護

者間の絆を構築し、語り合い、認め合う中で、自ら自身の子育ての問題

点に気づき、改善を即すことを目的として、参加体験型学習を推進しま

す。 
○広島県の進める『親の力』を学びあう学習プログラムの推進・定着を図

ります。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

保護者を対象として家庭教育支援事業に

伴う参加体験型学習に取り組む市内幼稚

園・保育所・小・中学校の割合 
0％ 50％ 

 

具体的施策 9) 図書館の充実 施策番号 45-1 

適正で効率的な施設管理と運営に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○読み聞かせボランティア団体との協働による小学校低学年向けの読み

聞かせを実施します。 
○児童図書資料を充実させます。 
○学校図書室への整備支援を行います。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

市立図書館における子ども一人当たりの

児童図書貸出冊数 
10.3 冊 

(平成 26 年度) 
12.0 冊以上 
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ⅣⅣⅣⅣ    コミュニティ活動の高度化プロジェクトコミュニティ活動の高度化プロジェクトコミュニティ活動の高度化プロジェクトコミュニティ活動の高度化プロジェクト    

 

(ⅰ)基本目標 

○本プロジェクトは、住民自らの手で地域の安心を守り、その地域ならではの楽しみを創造し

ていくとともに、地域内外の多様な人とのつながりを構築していくことで、コミュニティ活

動の更なる高度化を目指す取り組みです。 

目標指標 現状値（H25） 目標値(H31) 

ずっと住み続けたいと思う市民の割合 44％ 55％ 

協働のまちづくりに関心のある 20～30 代の

割合 
21％ 30％ 

協働のまちづくりに関心のある女性の割合 23％ 30％ 

 

 

(ⅱ)講ずべき施策に関する基本方向 

■施策① 地域の安全・安心を守る 

消防団や自主防災組織の維持・充実のほか、子どもや高齢者、障害者への声掛け・見守り

等を通して、全ての人が安心して暮らせる環境づくりに取り組みます。 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策    

施策施策施策施策 57575757    地域消防力の維持地域消防力の維持地域消防力の維持地域消防力の維持    

施策施策施策施策 59595959    自主防災活動の推進自主防災活動の推進自主防災活動の推進自主防災活動の推進    

施策施策施策施策 63636363    防犯対策の充実防犯対策の充実防犯対策の充実防犯対策の充実    

施策施策施策施策 78787878    地域福祉体制の構築地域福祉体制の構築地域福祉体制の構築地域福祉体制の構築    

施策施策施策施策 84848484    障害者の自立と社会参加の促進障害者の自立と社会参加の促進障害者の自立と社会参加の促進障害者の自立と社会参加の促進    

    

        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    

            ・生活習慣病重症化予防事業・生活習慣病重症化予防事業・生活習慣病重症化予防事業・生活習慣病重症化予防事業    

            ・認知症早期予防対策事業・認知症早期予防対策事業・認知症早期予防対策事業・認知症早期予防対策事業    

            ・高血圧重症化予防対策事業・高血圧重症化予防対策事業・高血圧重症化予防対策事業・高血圧重症化予防対策事業    

            ・地域包括支援センター運営事業・地域包括支援センター運営事業・地域包括支援センター運営事業・地域包括支援センター運営事業    
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■施策② 地域ならではの楽しみを創造する 

趣味やスポーツ、地域活動等を通した生きがいづくり・楽しみづくりに取り組みます。 

また、地域資源を活かした商品開発等を通して、地域産業の育成に取り組みます。 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策    

施策施策施策施策 79797979    生きがいづくりの推進生きがいづくりの推進生きがいづくりの推進生きがいづくりの推進    

施策施策施策施策 99999999    伝統文化の継承伝統文化の継承伝統文化の継承伝統文化の継承    

施策施策施策施策 103103103103    観光資源の開発と活用の推進観光資源の開発と活用の推進観光資源の開発と活用の推進観光資源の開発と活用の推進    

施策施策施策施策 128128128128    地域産業の育成地域産業の育成地域産業の育成地域産業の育成    

    

        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    

            ・未来創造事業・未来創造事業・未来創造事業・未来創造事業    

 

 

■施策③ 多様な人とつながる 

活動の核となる地域振興組織への支援のほか、若者、女性、外国人等、多様な人がつなが

る仕組みづくりに取り組みます。 

また、若者等の地域活動に対する関心度向上に向け、効果的な広報活動の推進に取り組み

ます。 

 

主要施策主要施策主要施策主要施策    

施策施策施策施策 106106106106    地域振興組織の活動支援地域振興組織の活動支援地域振興組織の活動支援地域振興組織の活動支援    

施策施策施策施策 107107107107    住民参加体制の確立住民参加体制の確立住民参加体制の確立住民参加体制の確立    

施策施策施策施策 114114114114    多文化交流機会の充実多文化交流機会の充実多文化交流機会の充実多文化交流機会の充実    

    

        参考参考参考参考    2015201520152015 年度年度年度年度(H27)(H27)(H27)(H27)の主な事業の主な事業の主な事業の主な事業    

            ・地域おこし協力隊の配置・地域おこし協力隊の配置・地域おこし協力隊の配置・地域おこし協力隊の配置    

            ・ふるさと応援の会運営助成事業・ふるさと応援の会運営助成事業・ふるさと応援の会運営助成事業・ふるさと応援の会運営助成事業    
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(ⅲ)具体的施策・施策ごとの重要業績評価指標 

 

■施策① 地域の安全・安心を守る 

 

具体的施策 1） 警防体制の充実  施策番号 54 

救急隊員の技術向上、救命技術の普及促進に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○バイスタンダーの素早い処置による救命率向上に向け、救命講習会等の

応急手当の普及啓発に努めます 
消防本部 
警防課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

応急手当普及講習の受講率 41％ 50％ 

 

具体的施策 2） 予防体制の充実 施策番号 56 

防火安全対策の強化に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○保育所・幼稚園・学校や地域等において防火に関する正しい知識の普及

に努め、自分の家や地域から火災を発生させないという火災予防意識の

醸成により、火災発生件数の減少を目指します。 
○防火対象物・危険物施設に対する予防査察により是正率の向上を図り、

併せて防火安全対策等についての指導強化を図ります。 

消防本部 
予防課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

火災発生件数（年計） 25 件/年 減少を目指す 

 

具体的施策 3) 地域消防力の維持 施策番号 57 

消防施設や地域消防力の維持・向上を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○消防団員の確保に向け、女性消防団員及び機能別団員の確保を推進しま

す。 
○消防団と自主防災組織の合同訓練の継続等を通して、地域消防力の向上

を図ります。 

総務部 
危機管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

消防体制の充実に対する満足度 
（４点満点） 

2.97 3.60 
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具体的施策 4) 自主防災活動の推進 施策番号 59 

災害発生直前～直後における地域防災力の向上を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○地域ぐるみでの防災体制強化に向け、引き続き自主防災組織の設立を推

進します。 
○自主防災組織間の連携・情報共有を促すことにより、全体的な意識向上

を図ります。 
○防災まち歩きとその結果を踏まえたハザードマップの改善等、自主防災

組織による活動を支援します。 
○避難行動要支援者支援制度の導入促進を図ります。 

総務部 
危機管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

自主防災組織の組織率 88％ 100％ 

 

具体的施策 5） 防災体制の充実 施策番号 60 

災害発生直前～直後における地域防災力の向上を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○地域防災計画に基づき、市・県・国の緊密な連携のもとで災害予防・復

旧対策の充実を図り、市民の生命・財産の保護に努めます。 
○災害時の情報伝達手段の柱となるお太助フォン等の有効かつ効果的な

運用に努めます。 
○自主防災組織の拡充に力を注ぐと同時に、「自主避難」を促す啓発と対

応体制の確立に努めます。 

総務部 
危機管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

防災対策の充実に対する満足度 
（4 点満点） 

2.64 3.20 

 

具体的施策 6） 交通安全の推進 施策番号 62 

高齢者を対象とした交通安全対策の推進に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○安芸高田警察署との連携の下、高齢者を対象とした交通安全教室や運転

免許自主返納制度の推進に努めます。 
○交通事故が多発する主要幹線道路等の取り締まり強化や注意表示等の

設置により、事故防止対策の強化を図ります。 

総務部 
危機管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

交通事故発生件数(年計） 141 件/年 減少を目指す 
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具体的施策 7) 防犯対策の充実 施策番号 63 

地域による見守り・防犯パトロールを強化します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○地域の安全と安心を確保するため、地域安全推進員制度や青色防犯パト

ロール事業等を通して、犯罪抑止の促進を図ります。 
○児童・生徒の安全を確保するため、学校や通学路の安全対策の充実を図

ります。 
○こども 110 番の家等、地域ぐるみで犯罪から守る取り組みを促進しま

す。 

総務部 
危機管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

犯罪・安全対策に対する満足度（４点満点） 2.56 3.10 

 

具体的施策 8） 消費者保護の推進 施策番号 64 

警察との連携の下、消費者被害の防止に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○警察等関係機関との連携により、最新情報を収集するとともに、迅速な

情報提供を通じて意識啓発を推進し、消費者被害の防止に努めます。 
○消費者の苦情、相談の対応、消費トラブルや被害の解決・防止に向け、

消費生活相談員体制の充実を図ります。 

総務部 
危機管理課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

犯罪・安全対策に対する満足度（4 点満点） 2.56 3.10 

 

具体的施策 9) 介護保険サービスの充実 施策番号 75 

介護保険サービスの維持・向上に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○介護サービス等の情報提供や相談体制の充実を図ります。 
○介護サービス事業者への適切指導・助言を通して、サービスの品質確保

を図ります。 

福祉保健部 
高齢者福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

介護保険サービスの充実に対する満足度 
（４点満点） 

2.42 2.86 
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具体的施策 10) 介護予防の充実 施策番号 76 

介護予防や生きがいづくり等、自立した生活を持続する支援に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○生活習慣病や寝たきり予防に向けた保健サービスの充実を図るととも

に、自主的な健康づくりを推進します。 
○介護予防に関する出前講座等の実施により、意識啓発を図ります。 
○健康教育、健康診断、健康診査、機能訓練、訪問指導等の老人保健事業

を推進します。 
○健康管理に必要な指導を行い、寝たきりや認知症の予防に努めます。 

福祉保健部 
高齢者福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

介護予防教室延参加者数 1,294 人 2,500 人 

 

具体的施策 11) 生活支援サービスの充実 施策番号 77 

高齢者やその家族が安心して暮らせるよう、生活支援サービスの充実に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○高齢者ニーズを踏まえながら、関係機関との連携の下、外出支援・配食

サービス等の充実に努めます。 
○地域による見守り体制の構築により、虐待防止・認知症対策を推進しま

す。 
○介護者に対する相談・支援体制の充実に取り組みます。 

福祉保健部 
高齢者福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

家族介護教室延参加者数 455 人 500 人 

 

具体的施策 12) 地域福祉体制の構築 施策番号 78 

できるだけ長く地域で生活できるよう、地域包括ケア体制を強化します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○住み慣れた地域や家庭において、高齢者が安心して暮らせるよう、医

療・介護・予防・住まい・生活支援等のサービスを切れ目なく提供する

「地域包括ケアシステム」の構築を進めます。 
○「市民総ヘルパー構想」の具現化に向け、支援が必要な高齢者と、家族・

地域が一体となった総合的な支援を行うほか、社会福祉団体やボランテ

ィア団体の活動を支援します。 

福祉保健部 
高齢者福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

生活・介護サポーター養成講座修了者数 443 人 550 人 
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具体的施策 13) 障害者の権利擁護と理解醸成 施策番号 81 

障害者の自立と社会参加を支援します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○障害者が地域で安心・安全な生活を送ることができるよう、権利擁護の

取り組みを推進するとともに、成年後見制度の有効活用を促進します。 
○障害者に対する正しい理解促進に向けた啓発活動を推進します。 

福祉保健部 
社会福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

成年後見制度利用支援事業 
利用件数(件／年) 

0 件 2 件 

 

具体的施策 14) 相談・療育体制の充実 施策番号 82-1 

障害者やその家族に対する相談・支援体制の充実に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○障害者基幹相談センターを中心とする相談体制の構築により、障害者や

その家族等に対する支援の充実を図ります。 
福祉保健部 
社会福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

障害者相談支援事業個所数(箇所) 2 箇所 3 箇所 

 

具体的施策 15) 相談・療育体制の充実 施策番号 82-2 

障害者やその家族に対する相談・支援体制の充実に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○療育相談等の情報収集機会を活用して幼少期からの障害の早期発見に

努めるなかで、子育て支援員等による相談・支援体制の強化を図ります。 
福祉保健部 

子育て支援課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

こども発達支援センター機能（相談事業・

教室活動）の充実（施策番号 47） 
 増加を目指す 

 

具体的施策 16) 障害福祉サービスの充実 施策番号 83 

障害福祉サービスの維持・向上に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○障害者個々のニーズや実態に応じて、自立した日常生活や社会生活を営

めるよう、居宅介護サービスや短期入所、日中活動サービスの量的・質

的充実に努めます。 

福祉保健部 
社会福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

居宅介護サービス利用者数 51 人/月 52 人/月 
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具体的施策 17) 障害者の自立と社会参加の促進 施策番号 84 

障害者の自立と社会参加を支援します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○就労訓練等を通して障害者の就労を促進する。 
（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型） 

福祉保健部 
社会福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

就労継続支援Ｂ型利用者数 122 人/月 120 人/月 
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■施策② 地域ならではの楽しみを創造する 

 

具体的施策 1) 成人教育の推進 施策番号 38 

多様な学習ニーズ、現代的課題や地域課題に即応する学習機会の提供に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○市民の学習ニーズをはじめ、潜在的課題としての現代的課題・地域課題

解決に向けての様々な学習機会を提供し、市民の生きがいづくり、楽し

みづくりに取り組むとともに、地域の抱える潜在的課題解決についても

取り組みます。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

市民セミナー延べ参加者数 538 人 600 人 

 

具体的施策 2) 文化芸術活動の推進 施策番号 41 

芸術文化活動を支援し、健康で文化的な生活の実現に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○日常生活に生きがいを創出するため、市民参加型の自主発表機会の提供

及び発表への支援を行います。 
○文化センターや美術館と連携し、幅広い分野の活動を推進します。 

（文化センター運営事業、美術館運営事業） 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

舞台芸能・展示芸術活動の発表機会の提供 ４回/年 ５回/年 

 

具体的施策 3) 優れた文化芸術の鑑賞機会の充実 施策番号 42 

芸術文化活動を支援し、健康で文化的な生活の実現に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○冠公演や助成公演等の申請を積極的に行い、安芸高田市へ優れた文化芸

術者を招致するなど、公演内容の充実を図ります。 
（市民文化センター運営事業） 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

舞台芸術公演鑑賞者数 
（文化ホール自主事業公演） 

2,531 人 2,000 人 

 

具体的施策 4) 生涯学習拠点施設の充実 施策番号 44 

市民による拠点施設の積極的な活用を促します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○市文化センター（各町１館整備）は、公民館類似施設として、市民の様々

な社会教育活動や文化芸術活動の拠点施設です。その活動を一層推進す

るため、市民が利用しやすい施設への環境整備を図ります。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

インターネットを活用して、自宅にいなが

ら施設予約を可能とする。 
不可 可能 
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具体的施策 5） スポーツ活動を支える環境づくり 施策番号 46 

市民によるスポーツ施設の積極的な活用を促します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○パラリンピックで採用されている競技種目を参考にし、障害者・健常者

の枠を超えて、誰でも参加できるスポーツ大会を企画実施し、誰もが住

みよい地域環境の構築を図ります。（ボッチャ、シッティングバレーボ

ール、その他ニュースポーツ） 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

誰もが参加できるスポーツ大会の開催 0 2 

 

具体的施策 6) 生きがいづくりの推進 施策番号 79 

介護予防や生きがいづくり等、自立した生活を持続する支援に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○老人クラブやスポーツ・文化活動、地域活動のほか、シルバー人材セン

ターの充実や定年後就農支援等を通して、高齢者の社会参加と生きがい

づくりを促進します。 

福祉保健部 
高齢者福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

シルバー人材センター会員延就業人員数 16,543 人 17,000 人 

 

具体的施策 7) 高齢者にやさしいまちづくりの推進 施策番号 80 

介護予防や生きがいづくり等、自立した生活を持続する支援に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○高齢者の安全や利便性に配慮した住宅の供給を検討するとともに、高齢

者が安心して地域で生活できるよう、公共施設、交通機関等のバリアフ

リー化を促進します。 

福祉保健部 
高齢者福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

高齢者の社会参加の促進に対する満足度 
（４点満点） 

2.37 2.80 

 

具体的施策 8) 障害者にやさしいまちづくりの推進 施策番号 85 

障害福祉サービスの維持・向上に努めます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○グループホームの整備を支援し、高齢化した障害者の受け入れ環境整備

を図ります。 
福祉保健部 
社会福祉課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

グループホーム利用者数 61 人/月 70 人/月 
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具体的施策 9) 文化財の保存管理 施策番号 98 

文化財の保護を進めるとともに、教材や観光資源としての活用を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○指定文化財・埋蔵文化財の保存管理のため、定期的な調査（パトロール）、

文化財台帳の更新、整備、遺跡地図、遺跡協議地のデータ化、文化財図

録作成等を順次行います。 
○未指定のもので、重要な文化財を新たに調査、指定し保護を図ります。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

指定文化財件数 206 件 210 件 

 

具体的施策 10) 伝統文化の継承 施策番号 99 

伝統文化の保存・継承に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○伝統芸能保持団体(指定文化財）の継承維持への支援を行うとともに、

その活動内容の映像記録保存を行います。 
教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

伝統文化（伝統芸能）指定文化財数 34 件 34 件 

 

具体的施策 11) 文化財の活用 施策番号 100 

文化財の保護を進めるとともに、教材や観光資源としての活用を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○郷土の宝である文化財について、市民への周知・啓発を行うことにより、

郷土の宝を再認識するとともに、郷土愛を育み町づくりの活力とするこ

とを目的に、指定文化財の博物館での公開、紹介等、文化財の活用を図

ります。 
○史跡、重要文化財等の現地説明会、解説会の機会を提供します。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

指定文化財の公開・活用件数 70 件 120 件 

 

具体的施策 12) トップスポーツの活用 施策番号 101 

トップアスリートとの交流機会の充実を図ります。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○本市の特徴である、サンフレッチェ広島（マザータウン）、ワクナガレ

オリック（ホームタウン）の市民を対象とした応援観戦を実施し、トッ

プレベルのスポーツ観戦の楽しみを市民に提供し、地域振興への活力創

出につなげます。 

教育委員会 
生涯学習課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

応援観戦事業参加者数 1,940 人 1,750 人 
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具体的施策 13) 観光資源の開発と活用の推進 ［※37 頁前掲］ 施策番号 103 

地域資源を活かした観光商品・プログラム等の開発を推進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○安芸高田市の歴史的・文化的資源等を活用し、国内外に広くＰＲを行う

とともに、観光特産品や観光商品の開発に取り組みます。 
（観光ＰＲ事業・観光促進事業・第三セクター健全化事業） 

○既存の観光施設について、設備更新並びに施設修繕を計画的に実施しま

す。 
（第三セクター健全化事業-ハード） 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

観光消費額（年計） 
1,610 百万 

円/年 
2,300 百万 

円/年 

 

具体的施策 14) 地域産業の育成 ［※38 頁前掲］ 施策番号 128 

地域資源を活かした新規事業展開等、新しい産業への展開に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○地域の歴史・文化資源を活かした商品開発や、既存技術を活かした新分

野への進出支援などに取り組みます。 
（商工業振興事業） 

産業振興部 
商工観光課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

製造品出荷額（年計） 
1,016 億円/年

（※） 
1,021 億円/年 

※広島県工業統計調査 平成23年度の値 
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■施策③ 多様な人とつながる 

 

具体的施策 1) 地域振興組織の活動支援 施策番号 106 

地域の安全・安心、楽しみの創出につながる地域活動を促進します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○地域課題の解決に向けて、各地域の個性と魅力を活かした取り組みを地

域振興組織と行政の協働により推進します。 
○地域づくりに関する先進事例や人材紹介、各種助成制度等、情報提供の

充実を図ります。 
○地域おこし協力隊等、外部人材の活用による活性化を推進します。 

（地域振興組織活動支援事業） 

企画振興部 
政策企画課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

地域コミュニティの活動支援に対する満

足度（４点満点） 
2.28 2.70 

 

具体的施策 2) 住民参加体制の確立 施策番号 107-1 

若者や女性、外国人等、多様な人材の参画・育成を促します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○住民と行政の役割分担の在り方について調査・研究を進め、行政が果た

すべき役割の明確化を図ります。 
○ワークショップ等を積極的に開催し、住民参加の機会の充実を図りま

す。 

企画振興部 
政策企画課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

住民参加体制の確立に対する満足度 
（４点満点） 

2.20 2.60 

 

具体的施策 3) 住民参加体制の確立 施策番号 107-2 

若者や女性、外国人等、多様な人材の参画・育成を促します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○懇談会で市の重要施策テーマを取扱い、市民の関心を高めます。 
○周知にあたり、お太助フォンを活用し参加体制を整えます。 
○参加された方にふるさと特産品を配布します。 

企画振興部 
政策企画課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

懇談会の参加者数 133 人 600 人 
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具体的施策 4) 外国人市民の暮らしやすい環境整備 施策番号 113 

多言語表示等、外国人市民の暮らしやすい環境整備に取り組みます。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○行政ホームページや広報紙、看板等の多言語表示化、やさしい日本語表

示化を進めます。 
○公共施設や医療機関、社会保険制度等に関する理解促進を図ります。 
○外国人市民を対象とした、災害時や緊急時の対応訓練の充実を図りま

す。 

市民部 
人権多文化共生推

進課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

安芸高田市の印象を「とても良い」と答え

る外国人の割合 
25％ 50％ 

 

具体的施策 5) 多文化交流機会の充実 施策番号 114 

外国人市民のまちづくりの場への参画を促します。 

主 な 取 り 組 み 担 当 

○外国人市民と日本人市民の交流拠点となる場や機会の充実を図るとと

もに、地域振興組織やＰＴＡ等、意思決定やまちづくりへの場への参加

を促進します。 
○取り組みを支える多文化共生推進員・通訳員の充実を図るほか、ボラン

ティア人材バンクの確立・運用を検討します。 
○多文化共生の拠点となる施設の整備を進めます。 

市民部 
人権多文化 
共生推進課 

重要業績評価指標 

（ＫＰＩ） 

指 標 名 現状値（H25） 目標値(H31) 

多文化共生の認知度 22％ 50％ 
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（１）安芸高田市人口ビジョン及び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略諮問書 

 

 

 安高企財 第 ２０ 号  

平成２７年５月２７日  

 

安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略懇話会 

会長 吉 長 成 恭  様 

 

安芸高田市長 浜 田 一 義 

 

 

安芸高田市人口ビジョン及び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略について（諮問） 

 

 

本市においては、合併以来人口は減少に転じ、今後も少子化・高齢化が一層進展することが見

込まれており、人口減少の克服、地域経済の発展や活力ある地域社会の形成などが課題となって

います。 

そこで、まち・ひと・しごと創生法に基づき、市の実情を踏まえ、人口、経済、地域社会の課

題に一体的に取り組むため、安芸高田市人口ビジョン及び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総

合戦略を策定いたします。 

つきましては、安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略懇話会設置要綱第２条の規定によ

り、安芸高田市人口ビジョン及び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について貴

会の意見を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５５５．．．．資料資料資料資料    
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（２）安芸高田市人口ビジョン及び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略答申書 

 

 

平成２７年１０月１６日 

 

安芸高田市長  浜 田 一 義  様 

 

                        安芸高田市まち・ひと・しごと創生 

総合戦略懇話会 会長 吉 長 成 恭 

 

 

安芸高田市人口ビジョン及び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略について（答申） 

 

 

 平成２７年５月２７日付け安高企財第２０号で諮問のありました「安芸高田市人口ビジョン及

び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定について、当懇話会において３回にわた

り慎重に審議いたしました。   

その結果、別添の「安芸高田市人口ビジョン（案）及び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総

合戦略（案）」は、安芸高田市の将来展望及び人口、経済、地域社会の課題に一体的に取り組む

ための計画として適切であると認めます。 

 なお、今後施策を推進されるに当たり、当懇話会として特に指摘しておきたい事項を、次のと

おり申し添えます。 

 

 

１ 安芸高田市総合計画との整合性について… 

  本懇話会で審議した「安芸高田市人口ビジョン及び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合

戦略」は、昨年度策定した第2次安芸高田市総合計画“ひとがつながる田園都市 安芸高田”に

基づき、検討されたものである。ゆえに、人口ビジョンと創生総合戦略が総合計画と整合性を

もって計画実施されるよう期待します。 

 

２ リーディングプロジェクトの実行について…  

  自助・共助・公助の推進のもとに、リーディングプロジェクトは平成36年の人口27,500人を

目標に今後5年間の重点施策群として分野横断的な取り組みが整理してある。よって市民全体が

政策内容の共有化と推進につながるよう公民協働で推進されたい。 
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３ 自助・共助・公助の推進について… 

  「安芸高田市人口ビジョン（案）及び安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」

では、総合計画のうち行財政改革の内容と重複しないように配慮した。本市が目指す都市像へ

の挑戦は、自助の開発、共助の充実、公助の繋がりが公民連携には一層重要になると考えられ

る。したがって、行政はネットワークのガバナンスの強化に努めていただきたい。 

 

４．KPIについて… 

各々の具体的施策の業務遂行上の指標として重要業績評価指標（KPI: Key Performance 

Indicator）が示されている。これは、目標達成のために行われるリーディングプロジェクトが

成功要因（KSF：Key Success Factor）であることを前提としている。この前提を絶えず確認し

ていく必要がある。そのためには定期的にPDCAサイクルを維持し、質的管理を怠らないよう留

意していただきたい。 

 

５．量的評価と質的評価の導入ついて… 

  基本目標ごとに5年間の実現すべき成果に係る数値目標（政策実施の結果として市民にもたら

す便益（アウトカム）の目標設定が重要である。今後は、人口の増減にかかわらず、市民一人

ひとりの生産性の向上などの量的評価とともにコミュニティにおける繋がりなど、社会的共通

資本の質的評価法の導入も検討する必要があると考えられる。 
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（３）安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略懇話会設置要綱 

 

 

○「安芸高田市まち・ひと・しごと創生」総合戦略懇話会設置要綱 

(平成 27年 5月 1 日告示第 29号) 

(設置) 

第 1 条 市は、「安芸高田市人口ビジョン」及び「安芸高田市まち・ひと・しごと創生」総合戦

略(以下「総合戦略」という。)を策定及び推進するに当たり、「安芸高田市まち・ひと・しご

と創生」総合戦略懇話会(以下「懇話会」という。)を設置する。 

(所掌事務) 

第 2 条 懇話会の所掌事務は、次のとおりとする。 

(1) 総合戦略の策定及び評価に関すること。 

(2) 前号に定めるもののほか、総合戦略に関し、市長が必要と認める事項に関すること。 

(組織) 

第 3 条 懇話会は、委員 20 人以内をもって組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 市民の代表 

(2) 学識経験者 

(3) 関係行政機関又は各種団体の役職員 

3 市長は、前項に掲げる委員を、各界各層の広い分野から選任するよう努めるものとする。 

4 委員の任期は、各年度 4月 1 日から 3月 31 日までの期間とする。ただし、再任を妨げない。 

(会長及び副会長) 

第 4 条 懇話会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

2 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

3 会長は、懇話会の会議の議長となる。 

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理

する。 

(会議) 

第 5 条 懇話会の会議は、会長が招集する。ただし、委員の委嘱後最初に開かれる会議並びに会

長及び副会長がともに欠けたときの会議は、市長が招集する。 

2 懇話会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

3 懇話会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによ

る。 

(意見の聴取) 

第 6 条 懇話会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見を聴くことがで

きる。 
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(庶務) 

第 7 条 懇話会の庶務は、企画振興部財政課において処理する。 

(委任) 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、会長が懇話会に諮っ

て定める。 

附 則 

この告示は、平成 27 年 5月 11 日から施行する。 
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（４）安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略懇話会名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選出区分 所　　　　　属 氏　　　　名 備　　　　　考

安芸高田市まちづくり委員会 久保野哲也 懇話会副会長

安芸高田市まちづくり委員会 正田　建二

子育てサークル 前田　奈実

地域おこし協力隊 宮崎　絵美

広島国際大学 吉長　成恭 懇話会会長

広島修道大学 高崎　義幸

広島北部農業協同組合 毛利　洋二

安芸北森林組合 岸本　勇示

安芸高田市商工会 今屋えい子

安芸高田市工業会 山崎　敏晴

（公財）安芸高田市地域振興事業団 小田　　忠

（社福）安芸高田市社会福祉協議会 益田　茂樹

安芸高田市観光協会 住田　　希

安芸高田市ふるさと応援の会 中田　幸子

安芸高田市PTA連合会代表 藤本　悦志

各種団体の各種団体の各種団体の各種団体の

役職員役職員役職員役職員

（3号委員）（3号委員）（3号委員）（3号委員）

学識経験者学識経験者学識経験者学識経験者

（2号委員）（2号委員）（2号委員）（2号委員）

市民代表市民代表市民代表市民代表

（1号委員）（1号委員）（1号委員）（1号委員）
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（５）安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略懇話会 経緯 

 

回 日時・場所 内  容 配布資料等 

第

１

回

 

平成 27 年 

5 月 27 日

13：00～ 

市役所 221

会議室（第 2

庁舎 2階） 

市長より諮問 

会長、副会長の選出 

【協議事項】 

（１）安芸高田市まち・ひと・しご

と創生総合戦略懇話会の運

営について 

（２）地方創生について 

（３）安芸高田市人口ビジョン及び

まち・ひと・しごと創生総合

戦略策定方針について 

（４）その他 

資料１：安芸高田市まち・ひと・しご

と創生総合戦略懇話会委員名簿 

資料２：安芸高田市まち・ひと・しご

と創生総合戦略懇話会設置要綱 

資料３－１：まち・ひと・しごと創生

「長期ビジョン」「総合戦略」 

資料３－２：人口の現状と将来展望 

資料３－３：人口ビジョン策定に向け

た人口動向分析 

資料３－４：地方版総合戦略の策定に

ついて 

資料４：安芸高田市人口ビジョン及び

安芸高田市まち・ひと・しごと

創生総合戦略策定方針 

第

２

回

 

平成 27 年 

7 月 30 日

15：00～ 

クリスタル

アージョ４

階小ホール 

【協議事項】 

（１）安芸高田市人口ビジョン（案）

及び安芸高田市まち・ひと・

しごと創生総合戦略骨子

（案）について 

（２）その他 

資料１：安芸高田市人口ビジョン（案） 

資料２：安芸高田市まち・ひと・しご

と創生総合戦略骨子（案） 

第

３

回

 

平成 27 年

10 月 1 日

14：00～ 

市役所 221

会議室（第 2

庁舎 2階） 

【協議事項】 

（１）安芸高田市人口ビジョン（案）

及び安芸高田市まち・ひと・

しごと創生総合戦略（案）に

ついて 

（２）その他 

資料１：第２回安芸高田市まち・ひと・

しごと創生総合戦略懇話会意見

回答 

資料２：安芸高田市人口ビジョン（案） 

資料３：安芸高田市まち・ひと・しご

と創生総合戦略（案） 

資料４：安芸高田市まち・ひと・しご

と創生総合戦略（案）削除・修

正一覧」 

コ

メ

ン

ト

 

パ

ブ

リ

ッ

ク

 

平成 27 年 

9 月 26 日 

～ 

平成 27 年

10 月 9 日 

安芸高田市人口ビジョン（案）及び

安芸高田市まち・ひと・しごと創生

総合戦略（案）に対する市民意見募

集（パブリックコメント）について 

募集案内 

ご意見記入用紙 

安芸高田市人口ビジョン（案） 

安芸高田市まち・ひと・しごと創生総

合戦略（案） 

正

副

会

長

会

議

 

平成 27 年

10 月 16 日

11：00～ 

市役所第 2

応接室（第 2

庁舎 2階） 

【議事事項】 

（1）答申書の最終確認について 

（2）その他 

資料１：安芸高田市人口ビジョン及び

安芸高田市まち・ひと・しごと

創生総合戦略答申書 

資料２：第３回安芸高田市まち・ひと・

しごと創生総合戦略懇話会意見

回答 

資料３：安芸高田市人口ビジョン（案） 

資料４：安芸高田市まち・ひと・しご

と創生総合戦略（案） 

資料５：安芸高田市まち・ひと・しご

と創生総合戦略（案）修正一覧 

答

申

 

平成 27 年

10 月 16 日

11：40～ 

市役所市長

室（第 2 庁

舎 2階） 

吉長会長より浜田市長へ安芸高田

市人口ビジョン（案）及び安芸高田

市まち・ひと・しごと創生総合戦略

（案）について答申 

安芸高田市人口ビジョン及び安芸高田

市まち・ひと・しごと創生総合戦略に

ついて（答申） 

安芸高田市人口ビジョン（案） 

安芸高田市まち・ひと・しごと創生総

合戦略（案） 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


